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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
陸
奥
国
会
津
郡
金
井
沢
村
（
現
、
福
島
県
南
会
津

郡
南
会
津
町
金
井
沢
）
の
名
主
を
世
襲
し
た
室
井
家
が
保
存
し
て

き
た
「
作
毛
位
付
帳
」（
南
会
津
町
立
奥
会
津
博
物
館
架
蔵
、
室

井
家
文
書
、
四
一
九
六
）
を
紹
介
・
翻
刻
す
る
。
本
史
料
は
、
縦

十
四
．
五
㎝
、
横
三
七
．
二
㎝
の
横
帳
で
、
厚
紙
の
表
紙
と
本
文

一
〇
九
丁
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
に
は
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
に
至
る
一
五
八
年
の
う
ち
、
一
一
八
年
間
の
金
井

沢
村
に
お
け
る
稲
の
作
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
散
逸
し
た
史
料

は
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
か
ら
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
か
ら
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
か
ら
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
の

四
〇
年
分
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
、
金
井
沢
に
隣
接
す
る
福
米
澤

村
の
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
か
ら
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に

至
る
稲
の
作
況
記
録
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

福
島
県
史
編
纂
事
業
以
前
か
ら
夙
に
知
ら
れ
て
い
た
室
井
家
文

書
は
、昭
和
四
十
年
代
半
ば
に
福
島
県
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
、

整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
室
井
家
文
書
は
室
井
家
か

ら
田
島
町
に
寄
贈
さ
れ
た
た
め
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
が
寄
託
解

除
し
て
、
現
在
は
、
奥
会
津
博
物
館
で
整
理
・
保
存
さ
れ
て
い
る

（
南
会
津
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
）。

　

管
見
の
限
り
、
本
史
料
は
一
カ
村
で
栽
培
さ
れ
た
稲
の
作
況
を

　
　
　
　
十
八
世
紀
中
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
陸
奥
国
会
津
郡
金
井
沢
村

に
お
け
る
稲
の
作
況
記
録
　
上
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
室
井
家
文
書
「
作
毛
位
付
帳
」（
宝
暦
九
年
か
ら
寛
政
十
二
年
ま
で
）
―

川
　
口
　
　
　
洋
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十
八
世
紀
中
期
か
ら
一
世
紀
以
上
に
亘
っ
て
記
録
し
た
会
津
地
方

唯
一
の
史
料
と
み
ら
れ
る
。
稲
の
作
況
は
、
貢
租
、
米
価
、
穀
物

生
産
・
流
通
・
消
費
な
ど
を
介
し
て
人
口
支
持
力
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
た
め
、
人
口
変
動
の
要
因
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な

要
素
と
な
る
。
稲
の
作
況
と
寺
院
「
過
去
帳
」
な
ど
か
ら
復
原
で

き
る
死
亡
指
標
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
後
半
の
北

関
東
以
北
に
お
け
る
人
口
減
少
の
主
要
因
と
考
え
ら
れ
て
き
た
冷

害
に
伴
う
凶
作
と
死
亡
危
機
と
の
関
係
に
接
近
す
る
可
能
性
を
拓

く
こ
と
が
で
き
る
（
川
口
、
近
刊
）。

　

金
井
沢
村
が
所
属
す
る
南

み
な
み

山や
ま

御お

蔵く
ら

入い
り

領り
ょ
うは

、
陸
奥
国
会
津
郡
、

大
沼
郡
、
下
野
国
塩
谷
郡
の
一
部
を
含
む
十
九
組
二
七
一
カ
村
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
八
カ
村
で
構
成
さ
れ
る
高こ

う

野や

組
に
所
属
す

る
金
井
沢
村
は
、
村
高
三
五
四
石
余
、
田
二
五
町
二
反
余
、
畑

十
二
町
四
反
余
、
人
口
約
三
五
〇
人
、
阿
賀
川
上
流
の
檜ひ

沢さ
わ

川が
わ

左

岸
に
立
地
す
る
集
落
の
標
高
は
約
五
八
〇
ｍ
で
あ
る
（
図
1
）。

南
山
御
蔵
入
領
は
、
会
津
藩
預
り
支
配
と
幕
府
直
支
配
の
時
代
を

交
代
し
な
が
ら
、
幕
末
期
に
会
津
藩
に
組
み
込
ま
れ
た（

1
）。

　

本
稿
で
は
、「
作
毛
位
付
帳
」
の
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か

ら
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
至
る
四
二
年
分
を
翻
刻
・
紹
介

図 1 　陸奥国会津郡高野組金井村の位置
資料）福島県南会津町教育委員会（2014）『奥会津博物館開館20周年記念事業企画展　報告書　会津の歌舞伎

　～その歴史と民衆の活力～』付図、南山御蔵入領農村舞台分布図より作成
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す
る
。
史
料
の
成
立
過
程
、
史
料
の
概
要
、
一
歩
の
面
積
、
籾
の

重
量
、
稲
の
品
種
、
内
歩
刈
の
行
わ
れ
た
時
期
、
内
歩
刈
の
対
象

と
な
っ
た
水
田
、
稲
の
作
況
、
内
歩
刈
と
「
歩
刈
帳
」・「
書
上
」

と
の
差
異
、
お
よ
び
畑
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
ち
、

稲
の
作
況
が
十
八
世
紀
中
期
以
降
で
最
低
を
記
録
し
た
天
明
三

（
一
七
八
三
）
年
の
天
候
推
移
を
追
跡
し
た
い
。
以
下
で
は
、
新

暦
に
換
算
し
た
月
日
を
算
用
数
字
、そ
れ
以
外
を
漢
数
字
で
示
す
。

室
井
家
文
書
の
史
料
は
、
初
出
時
に
奥
会
津
博
物
館
が
付
し
た
資

料
番
号
を
示
す
（
南
会
津
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
）。

　
　

一
　
史
料
の
成
立
過
程　

　

本
史
料
は
、「
檜
沢
村
第
五
號　

宝
暦
九
年
ヨ
リ　

作
毛
帳　

金
井
澤
村
」
と
墨
書
さ
れ
た
厚
紙
の
表
紙
に
続
き
、
宝
暦
九

（
一
七
五
九
）
年
か
ら
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
ま
で
降
順
に
、

毎
年
の
作
況
記
録
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
を
二
つ
折
り
に

し
て
入
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
古
紙
の
袋
（
横
一
九
．
九
㎝
、
縦

二
八
．
五
㎝
）
に
は
、「
宝
暦
九
年
ヨ
リ
明
和
七
年
マ
テ
追
加
、

明
和
八
年
ゟ
天
保
十
一
子
年
迠
入
置
、
其
後
追
加
共　

作
毛
位
付

帳
、
卯
八
月
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
傍
線
部
分
が
補
筆
さ
れ
て
い

る
。

　

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
の
作
況
記
録
の
末
尾
に
は
、「
是
迠

九
ケ
年
間
分
明
治
廿
年
旧
八
月
十
六
日
、御
用
留
書
帳
ヨ
リ
写
ス
。

此
末
三
ケ
年
分
右
帳
之
内
ゟ
貫
此
所

江
綴
置
者
也
」
と
書
か
れ
て

い
る
。「
作
毛
位
付
帳
」
の
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
明
和

四
年
ま
で
は
同
筆
で
あ
り
、
御
用
留
書
帳
に
本
史
料
と
ほ
ぼ
同
文

の
作
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る（

2
）。

そ
の
た
め
、
室
井
家
十
一
代
当
主

で
あ
る
助
右
衛
門
氏
が
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
10
月
2
日

に
、
宝
暦
九
年
か
ら
明
和
四
年
に
至
る
九
年
分
の
作
況
記
録
を
御

用
留
書
帳
か
ら
書
写
し
て
、
明
和
五
年
か
ら
明
和
七
年
ま
で
の
三

年
分
を
御
用
留
書
帳
か
ら
抜
き
取
り
、「
作
毛
位
付
帳
」
に
合
綴

し
て
、
本
史
料
を
入
れ
て
い
た
袋
の
傍
線
部
分
を
補
筆
し
た
と
み

ら
れ
る（

3
）。

　

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
の
作
況
記
録
の
末
尾
に
は
、「（
他
之

書
上
帳
よ
り
写
す
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
明
三
年
の
作
況
記

録
の
筆
跡
は
、
表
紙
裏
に
書
か
れ
て
い
る
注
記
や
福
米
沢
村
の
作

況
記
録
と
同
筆
で
あ
る
た
め
、
室
井
家
十
二
代
当
主
で
あ
る
平
蔵

氏
が
筆
写
し
て
、
本
史
料
に
合
綴
し
た
と
み
ら
れ
る
。　

　

明
治
十
（
一
八
七
八
）
年
の
作
況
記
録
の
次
に
、
表
紙
裏
の
注
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記
や
天
明
三
年
の
作
況
記
録
と
同
筆
で
、「（
参
照
）
自
明
治
十
年

至
大
正
四
年
歩
苅　

第
十
七
区
福
米
澤
（
大
正
五
年
八
月
十
四
日

写
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
室
井
平
蔵
氏
が
、
大
正

五
（
一
九
一
六
）
年
8
月
14
日
に
、
金
井
沢
村
に
隣
接
す
る
福
米

沢
村
の
明
治
十
年
か
ら
大
正
四
年
に
至
る
作
況
記
録
を
筆
写
し

て
、
本
史
料
の
明
治
十
年
と
明
治
十
六
年
の
作
況
記
録
の
間
に
合

綴
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

室
井
平
蔵
氏
が
、
右
の
補
填
と
四
節
で
後
述
す
る
籾
一
升
当
た

り
の
重
量
を
補
筆
し
て
、
厚
紙
の
表
紙
を
付
け
、「
作
毛
位
付
帳
」

が
現
在
の
状
況
に
な
っ
た
時
期
は
、
大
正
五
年
８
月
14
日
以
降
で

あ
る
。

　
　

二
　
史
料
の
概
要

　

本
稿
で
翻
刻
、
紹
介
す
る
「
作
毛
位
付
帳
」
の
宝
暦
九

（
一
七
五
九
）
年
か
ら
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
至
る
四
二

年
間
の
う
ち
、
明
和
三
・
四
・
七
年
、
安
永
四
・
五
年
、
天
明
二
・
三

年
の
作
況
記
録
に
は
、
和
暦
に
続
い
て
「
歩
刈
」、
右
の
七
年
間

と
宝
暦
十
・
十
一
・
十
二
年
・
明
和
八
年
、
安
永
三
年
、
天
明
四
年

を
除
く
二
九
年
間
は
、
和
暦
に
続
い
て
「
内
歩
刈
（
苅
）」
と
書

か
れ
て
い
る
。
内
歩
刈
と
は
、
見
分
役
人
が
立
合
わ
な
い
、
村
が

独
自
に
行
う
一
歩
（
一
坪=

一
間
四
方
）
の
水
田
数
カ
所
か
ら
刈

り
取
っ
た
稲
の
収
量
を
計
測
す
る
行
為
で
あ
る
。

　

南
山
御
蔵
入
領
で
は
、
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
か
ら
作
況

に
関
わ
ら
ず
年
貢
率
を
三
年
か
ら
十
年
間
一
定
と
す
る
定
免
制
に

移
行
し
た
（
三
島
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
八
：
一
一
八
‐
一
五
二

頁
、
伊
南
村
史
編
さ
ん
室
、
二
〇
一
一
：
四
七
〇-

四
七
七
頁（

4
））。

凶

作
と
な
っ
た
場
合
、
村
は
検
見
を
願
い
出
て
、
見
分
役
人
の
立
会

い
の
下
で
検
見
歩
刈
を
行
い
、
破
免
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

凶
作
に
備
え
て
、
村
が
内
歩
刈
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
た

の
が
本
史
料
と
み
ら
れ
る
。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
安
永
四
（
一
七
六
）
年

の
作
況
を
つ
ぎ
に
示
す
。

　
　
　
　
　
　

彼
岸
入
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
四　

未
八
月
廿
六
日　

歩
刈　

百
廿
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
ノ
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
八
合　
　
　
　
　

喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

五
百
廿
匁　

四
五　

八
合　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁
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百
十
八　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　
　

四
百
六
十
匁

四
五　

六
合
八
夕　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁　
　

百
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
小
上
石　

壱
升
壱
合　
　
　
　
　

佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　

三
百
五
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
十
五
匁

五
五　

米
〆
六
合

〆た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

上　
　
　

大
豆　
　

中　

小
豆　
　

下　
　
　

稗　
　

中　
　
　

蕎
麦　
　

下　
　
　

菜
大
根　

中　
　
　

い
も　
　
　
　
　

粟　
　
　

中

　
　
　

畑
方　
　
　

中

　
　
　

田
方　
　
　

中

　

右
の
史
料
に
は
、
内
歩
刈
を
行
っ
た
年
月
日
、
稲
の
株
数
、
水

田
の
小
地
名
、
稲
の
品
種
、
容
積
、
田
主
、
総
重
量
、
一
升
当
た

り
の
重
量
、
米
の
容
積
が
、
三
カ
所
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
畑
作
物
の
作
況
が
、
上
中
下
の
三
段
階
で
判
定
さ
れ
て
お
り
、

史
料
末
尾
に
、
畑
方
と
田
方
の
作
況
が
総
括
さ
れ
て
い
る
。
総
重

量
を
容
積
で
除
し
た
数
値
と
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
一
升
当
た

り
の
重
量
は
、
大
き
く
異
な
る
。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
の
表
紙
裏
に
は
、「
明
治
ニ
ナ
リ
テ
概
ネ
左
ノ

如
シ
。・
・
・（
略
）・
・
・
枡
目
、
重
量
共
籾
に
て
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、明
治
時
代
以
前
に
行
わ
れ
た
内
歩
刈
で
も
、

籾
の
容
積
や
総
重
量
を
計
測
し
た
と
み
ら
れ
る（

5
）。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
の
作
況
記
録
に
は
、
右
に
示
し
た
安
永
四
年

だ
け
に
、
細
葉
や
小
上
石
と
い
う
品
種
名
の
下
部
に
あ
る
籾
の
容

積
に
加
え
て
、
八
合
、
六
合
八
夕
、
六
合
と
米
の
容
積
が
書
か
れ

て
い
る
。
米
の
容
積
は
、
籾
の
容
積
の
そ
れ
ぞ
れ
四
四
．
四
％
、

四
五
．
三
％
、
五
四
．
五
％
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
米
の
容
積
上

部
に
書
か
れ
て
い
る
四
五
、四
五
、五
五
と
い
う
数
字
は
、
籾
に
対

す
る
米
の
容
積
比
率
、す
な
わ
ち
籾
摺
り
の
度
合
い
と
思
わ
れ
る
。

籾
に
対
す
る
米
の
容
積
比
率
は
、
品
種
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る

た
め
、
品
種
に
よ
る
籾
皮
の
厚
さ
の
差
異
な
ど
を
反
映
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
の
作
況
記
録
に
は
、

五
分
摺
り
で
籾
の
容
積
が
米
の
容
積
に
換
算
さ
れ
て
い
る（

6
）。

　

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
の
作
況
記
録
の
後
に
は
、「
下
組　
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甚
兵
衛
所

ニ
而

も
み
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
刈
り
取
っ
た
稲
穂

か
ら
籾
を
脱
穀
し
て
、
容
積
と
重
量
を
計
量
す
る
作
業
が
、
甚
兵

衛
の
家
で
行
わ
れ
た
と
考
え
た
い
。
毎
年
の
作
況
記
録
に
、「
下

組　

次
右
衛
門
所
」、「
幸
七
處

ニ
而

」、「
紀
平
次

ニ
而

」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
の
は
、
脱
穀
や
計
量
の
場
所
を
提
供
し
た
家
と
み
ら

れ
る
。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
に
は
、
福
米
澤
村
の
明
治
十
年
か
ら
大
正
四

年
に
至
る
稲
の
作
況
記
録
が
書
写
・
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

寛
政
六
年
の
作
況
記
録
に
続
い
て
、「
御
代
官
様
御
廻
村
、
九
月

十
七
日
田
嶋
御
出
起
、
高
野
村
御
休

ニ
組
中
三
役
ゟ
仰
渡
有
之

候
ニ

付
、
位
付
帳
組
中
合
帳

ニ
而

差
上
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

廻
村
中
の
代
官
が
高
野
村
で
休
憩
し
た
際
、高
野
組
八
カ
村
の「
位

付
帳
」
に
記
録
し
た
稲
の
作
況
を
一
冊
に
ま
と
め
て
差
出
し
た
。

毎
年
、
内
歩
刈
を
行
い
、「
位
付
帳
」
に
記
録
し
て
い
た
の
は
、

金
井
沢
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
高
野
組
八
カ
村
で
は
、
稲
の
作

況
を
毎
年
、
計
測
・
記
録
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

三
　
一
歩
の
面
積

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
作
況
記
録
の
末
尾
に
は
、「
上
中

弐
鎌
旧
竿

ニ
而

刈
取
、
改
正
新
竿
六
尺
壱
間

ニ
い
た
し
彦
平
田
壱
鎌

刈
取
候
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
彦
平
の
水
田
一
歩
を
計
測
し
た「
改

正
新
竿
」
と
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
8
月
5
日
に
公
布
さ

れ
た
太
政
官
第
一
三
五
号
達
の
度
量
衡
取
締
条
例
に
も
と
づ
く
折

衷
尺
（
一
尺=

約
三
〇
．
三
〇
三
㎝
）
の
六
尺
を
一
間
と
す
る
間

竿
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。
明
治
九
年
ま
で
金
井
沢
村
で
歩
刈
の
対

象
と
な
る
水
田
一
歩
を
計
測
し
て
き
た「
旧
竿
」は
、一
間=

約
一
．

八
一
八
ｍ
の
「
新
竿
」
で
は
な
か
っ
た
。

　

奥
会
津
地
方
で
保
存
さ
れ
て
い
る
建
立
年
代
が
十
八
・
十
九
世

紀
と
推
測
さ
れ
て
い
る
古
民
家
の
計
測
結
果
に
よ
れ
ば
、
梁
間
一

間
の
間
隔
は
、
南
会
津
郡
糸
沢
の
旧
山
王
茶
屋
が
一
．
九
一
五
ｍ

（
建
築
史
草
野
研
究
室
、
二
〇
〇
六
：
二
三
頁
）、
河
沼
郡
坂
下
の

旧
五
十
嵐
家
住
宅
が
一
．
九
一
二
ｍ
（
財
団
法
人
文
化
財
建
築
物

保
存
技
術
協
会
、
一
九
九
七
：
六
六
頁
）、
南
会
津
郡
只
見
の
旧

五
十
嵐
家
住
宅
が
一
．
九
一
ｍ
（
財
団
法
人
文
化
財
建
築
物
保
存

技
術
協
会
、
一
九
七
四
：
十
七
頁
）
で
あ
る
。
計
測
結
果
を
折
衷

尺
に
換
算
す
る
と
、
六
尺
三
寸
か
ら
六
尺
三
寸
二
分
と
な
る
。

十
八
・
十
九
世
紀
の
建
築
時
点
で
大
工
が
用
い
た
尺
杖
は
未
見
で

あ
る
が
、
一
間=
六
尺
三
寸
か
ら
六
尺
三
寸
二
分
を
基
準
と
し
て
、
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江
戸
時
代
後
期
の
奥
会
津
地
方
に
お
け
る
古
民
家
は
建
築
さ
れ
て

い
た
。

　

明
治
九
年
ま
で
、
歩
刈
の
対
象
と
な
る
水
田
の
面
積
を
測
っ
て

い
た
旧
竿
の
一
間
が
、
古
民
家
か
ら
計
測
さ
れ
た
一
間=

一
．

九
一
～
一
．
九
一
五
ｍ
と
仮
定
す
れ
ば
、
一
歩
の
面
積
は
約
三
．

六
五
～
三
．
六
七
㎡
と
な
る
。
一
方
、
折
衷
尺
六
尺
を
一
間
と
す

る
新
竿
で
計
測
し
た
一
歩
の
面
積
は
約
三
．
三
一
㎡
で
あ
る
。
旧

竿
で
計
測
し
た
一
歩
の
面
積
は
、新
竿
で
計
測
し
た
面
積
よ
り
〇
．

三
四
～
〇
．
三
六
㎡
、
一
割
以
上
も
広
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

四
　
籾
の
重
量

　

本
史
料
に
は
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
一
歩
の
水
田
か

ら
収
穫
さ
れ
た
籾
の
総
重
量
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安

永
四
（
一
七
七
五
）
年
か
ら
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
ま
で
、

一
升
当
た
り
の
重
量
も
記
さ
れ
て
い
る
。
明
和
元
年
か
ら
安
永
三

（
一
七
七
四
）
年
、
お
よ
び
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
の
作
況

記
録
に
は
、
一
升
当
た
り
の
重
量
が
括
弧
書
き
で
補
筆
さ
れ
て
い

る
。
筆
跡
が
表
紙
裏
の
注
記
や
福
米
澤
村
の
作
況
記
録
と
同
筆
で

あ
る
た
め
、
室
井
平
蔵
氏
が
、
籾
の
総
重
量
を
容
積
で
除
し
て
、

一
升
当
た
り
の
重
量
を
補
筆
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
寛
政
元
・
二
・
七
・
八
・
九
・
十
年
に
は
、
総
重
量
の
記
録

が
な
く
、
一
升
当
た
り
の
重
量
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

六
年
間
に
二
二
カ
所
で
行
わ
れ
た
内
歩
刈
の
う
ち
、
十
六
カ
所
で

一
升
当
た
り
の
重
量
が
二
八
〇
匁
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寛

政
五
・
十
一
年
に
三
カ
所
ず
つ
で
行
わ
れ
た
内
歩
刈
の
一
升
当
た

り
の
重
量
も
全
て
二
八
〇
匁
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
寛

政
期
に
籾
の
重
量
を
実
測
し
た
か
疑
問
で
あ
る
。

　

明
和
元
年
か
ら
安
永
三
年
、
お
よ
び
寛
政
十
二
年
の
作
況
記
録

に
室
井
平
蔵
氏
が
補
筆
し
た
一
升
当
た
り
の
籾
の
重
量
は
多
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
安
永
四
年
か
ら
寛
政
十
一
年
に
至
る
二
五
年
間

の
一
升
当
た
り
の
籾
の
重
量
は
、ラ
ウ
ン
ド
ナ
ン
バ
ー
が
多
い（
表

1
）。
内
歩
刈
が
行
わ
れ
た
七
七
カ
所
の
う
ち
三
〇
カ
所
で

二
八
〇
匁
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
頻
度
が
多
い
の
が

三
〇
〇
匁
の
十
七
カ
所
、
二
七
〇
匁
の
九
カ
所
で
あ
る
。

　

安
永
四
年
か
ら
寛
政
十
一
年
に
至
る
期
間
に
、
籾
の
総
重
量
と

一
升
当
た
り
の
重
量
が
共
に
記
録
さ
れ
て
い
る
五
三
カ
所
の
う

ち
、
一
升
当
た
り
の
重
量
が
総
重
量
を
容
積
で
除
し
た
計
算
結
果

と
一
致
す
る
の
は
十
九
カ
所
、
計
算
結
果
の
小
数
点
以
下
一
桁
を



― 160 ―

切
り
捨
て
て

い
る
の
が
五

カ
所
で
あ
る
。

他
方
、
計
算

結
果
と
一
升

当
た
り
の
重

量
が
十
匁
以

上
異
な
る
の

が
四
カ
所
、
五

か
ら
十
匁
異

な
る
の
が
六

カ
所
で
あ
る
。

安
永
四
年
に

は
、
計
算
結
果

と
一
升
当
た

り
の
重
量
が

二
六
．
六
匁
も

異
な
る
事
例

が
み
ら
れ
る
。

こ
の
二
五
年
間
に
記
録
さ
れ
て
い
る
一
升
当
た
り
の
重
量
は
、
総

重
量
を
容
積
で
除
し
た
数
値
と
一
致
し
な
い
場
合
が
多
い
。
籾
の

総
重
量
と
一
升
当
た
り
の
重
量
は
、
慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
　

五
　
稲
の
品
種

　

宝
暦
九
年
か
ら
寛
政
十
二
年
ま
で
に
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た

稲
の
品
種
は
、
細
葉
、
小
上
石
（
小
上
穀
・
小
上
・
上
石
を
含
む
）、

目
黒
、
豊
後
（
文
子
）、
大
こ
く
、
津
軽
、
赤
わ
せ
、
本
名
の
八

品
種
で
あ
る（
表
2
）。内
歩
刈
が
行
わ
れ
た
一
二
五
カ
所
の
う
ち
、

細
葉
は
七
九
カ
所
（
六
三
％
）、
小
上
石
・
小
上
・
上
石
が
二
九

カ
所
（
二
三
％
）、
豊
後
（
文
子
）
が
四
カ
所
（
三
％
）、
目
黒
と

大
こ
く
が
各
三
カ
所
（
各
二
％
）、
赤
わ
せ
が
二
カ
所
（
二
％
）、

本
名
と
津
軽
が
各
一
カ
所（
一
％
）で
あ
る
。
細
葉
と
小
上
石（
小

上
穀
・
小
上
・
上
石
を
含
む
）
が
、
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た

一
二
五
カ
所
の
水
田
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
稲
の
八
六
％
を
占
め

る
。
毎
年
数
カ
所
で
行
わ
れ
た
内
歩
刈
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る

稲
の
品
種
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
四
二
年
間
の
う
ち
、
宝
暦
九
・

十
年
、
寛
政
七
・
十
二
年
の
四
年
間
を
除
く
三
八
年
間
が
細
葉
で

表 1 　籾 1 升当たりの重量

年代 一升当たりの重量別歩刈実施カ所

宝暦 9 年（1759）～明和 5 年（1768）

253匁： 1 カ所，271匁： 1 ，281匁： 1 ，292匁： 1 ，293匁： 1 ，300匁：

4 ，308匁： 1 ，312匁： 1 ，316匁： 1 ，320匁： 2 ，324匁： 1 ，326匁：

1 ，不記載：13

明和 6 年（1769）～安永 7 年（1778）

246匁： 1 カ所，265匁： 2 ，270匁： 2 ，274匁： 1 ，280匁： 3 ，281匁：

1 ，294匁： 1 ，300匁： 3 ，304匁： 2 ，310匁： 1 ，312匁： 1 ，313匁：

1 ，315匁： 1 ，320匁： 1 ，323匁： 2 ，351匁： 1 ，不記載： 1

安永 8 年（1779）～天明 8 年（1788）
230匁： 2 カ所，260匁： 1 ，265匁： 2 ，270匁：7，280匁：4，290匁：

1 ，295匁： 1 ，300匁： 9

寛政元年（1789）～寛政10年（1798）
260匁： 1 カ所，265匁： 2 ，280匁：21，290匁： 1 ，295匁： 1 ，300匁：

6 ，310匁： 1 ，不記載： 3
寛政11年（1799）～寛政12年（1800） 264匁： 2 カ所，280匁： 3 ，300匁： 1

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）
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あ
る
。

　

貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年

に
會
津
郡
高
久
組
幕
内
村
の

佐
瀬
与
次
右
衛
門
が
著
し
た

『
會
津
農
書
』
に
は
、「
黄
真

土
田
、
黒
真
土
田
、
白
真
土

田
相
当
稲
草
…
（
略
）
…
山

田
之
右
之
三
品
ノ
真
土
ニ
ハ

…
（
略
）
…
中
手
早
稲　

分

（
豊
）
後
、
ヱ
ツ
ホ
、
小
ニ
ョ

ウ
ボ
ウ
、
赤
シ
ネ
。
糯
稲　

細
葉
、
九
戸
。
山
田
ハ
寒
気

ニ
シ
テ
雪
遅
ク
消
ヘ
、
水
冷

ル
故
、
里
田
ヨ
リ
遅
ク
植
ル

ナ
リ
。
秋
モ
寒
早
ク
来
ル
故
、

早
稲
、
中
手
物
ヲ
作
テ
ヨ
シ
。

右
ノ
稲
草
ハ
元
来
冷
田
ヲ
好

故
ニ
山
田
ニ
相
応
シ
テ
ヨ

シ
。
但
シ
山
田
ノ
内
ニ
モ
居

平
ノ
内
ニ
ハ
分
後
、
ヱ
ツ
ホ
、
細
葉
、
仙
道
、
長
井
ヨ
シ
、
山
隘

ノ
田
ニ
ハ
ツ
フ
レ
ス
、
赤
稲
善
シ
（
山
田
・
飯
沼
・
岡
編
、

一
九
八
二
：
二
四-

二
五
頁
）」
と
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
の
「
作

毛
位
付
帳
」
に
頻
出
す
る
細
葉
、
豊
後
は
、
山
田
の
陽
当
た
り
の

よ
い
居
平
の
黄
真
土
田
、
黒
真
土
田
、
白
真
土
田
に
適
す
る
糯
稲

と
中
生
早
稲
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
南
會
津
郡
誌
』
に

は
、「
本
郡
内
ニ
栽
培
セ
ラ
ル
ゝ
水
稲
ノ
品
種
」
の
中
稲
に
豊
後
や

大
黒
が
あ
が
っ
て
お
り
、
金
井
沢
が
所
属
す
る
檜
澤
村
で
も
、
豊

後
や
大
黒
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
福
島
縣
南

會
津
郡
役
所
、
一
九
一
四
：
二
〇
九
頁
）。

　
　

六
　
内
歩
刈
の
行
わ
れ
た
時
期

　
「
作
毛
位
付
帳
」
の
表
紙
裏
に
は
、「
明
治
ニ
ナ
リ
テ
概
ネ
左
ノ

如
シ
。
苅
取
ハ
彼
岸
の
中
日
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
以
降
、

9
月
23
日
前
後
の
彼
岸
の
中
日
に
内
歩
刈
が
行
わ
れ
て
い
た
。

宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
至

る
四
二
年
間
に
内
歩
刈
が
行
わ
れ
た
日
は
、
9
月
17
日
か
ら
10
月

9
日
ま
で
で
あ
る
（
表
3
）。
お
よ
そ
彼
岸
入
り
か
ら
彼
岸
明
け

表 2 　内歩刈の対象となった稲の品種

年代 稲の品種別歩刈実施カ所（天明3年は検見歩刈の結果を加えた）

宝暦 9 年（1759）～明和 5 年（1768）
細葉：11カ所，小上石（穀）：10，小上： 1 ，上石： 1 ，豊後（文子）：

4 ，目黒： 2
明和 6 年（1769）～安永 7 年（1778） 細葉：12カ所，小上石： 7 ，小上：3，不記載：3

安永 8 年（1779）～天明 8 年（1788） 細葉：20カ所，小上石： 6 ，赤わせ： 2 ，津軽： 1

寛政元年（1789）～寛政10年（1798） 細葉：32カ所，大こく： 2 ，本名： 1 ，目黒： 1

寛政11年（1799）～寛政12年（1800） 細葉： 4 カ所，小上石： 1 ，大こく： 1

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）、「天明三年　御検見御歩刈差上帳　卯十月
十二日　会津郡高野組金井沢村」（室井家文書、3251）
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に
当
た
る
9
月
19
日

か
ら
27
日
ま
で
に
内

歩
刈
が
行
わ
れ
た
の

は
三
一
年
間
で
あ
り
、

四
二
年
間
の
七
四
％

に
相
当
す
る
。

　

四
二
年
間
で
内
歩

刈
の
時
期
が
最
も
遅

れ
た
の
は
、
安
永
三

（
一
七
七
四
）
年
で

あ
る
。
彼
岸
明
け

十
三
日
目
に
当
た
る

10
月
9
日
に
実
施
さ

れ
て
、
籾
の
容
積
、

総
重
量
共
に
平
年
を

上
回
る
豊
作
で
あ
っ

た
。
九
節
で
後
述
す

る
よ
う
に
、
天
明
三

（
一
七
八
三
）
年
に

は
、
凶
作
の
た
め
内
歩
刈
は
実
施
さ
れ
ず
、
11
月
6
日
に
検
見
歩

刈
が
行
わ
れ
た
。
他
方
、
四
二
年
間
で
最
も
早
い
時
期
に
内
歩
刈

が
行
わ
れ
た
の
は
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
で
あ
る
。
彼
岸
前

四
日
に
当
た
る
9
月
17
日
に
実
施
さ
れ
、
籾
の
容
積
、
総
重
量
共

に
四
二
年
間
の
中
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
作
況
に
応
じ
て
内

歩
刈
の
実
施
日
を
調
整
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。
彼
岸
中
に
内

歩
刈
を
行
う
こ
と
が
、
宝
暦
期
か
ら
金
井
沢
村
の
慣
例
と
な
っ
て

い
た
と
考
え
た
い
。

　

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
の
内
歩
刈
は
9
月
30
日
に
、
室
井
家

の
稲
刈
は
10
月
8
日
か
ら
27
日
ま
で
、断
続
的
に
行
わ
れ
た
（「
天

明
二
年　

寅
農
業
日
記　

正
月
吉
日　

室
井
忠
右
衛
門
」、
室
井

家
文
書
、
四
二
四
九
）。
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
内
歩
刈
は

9
月
19
日
に
、
室
井
家
の
稲
刈
は
10
月
22
日
か
ら
11
月
3
日
ま
で

行
わ
れ
た
（「
天
明
四
年　

辰
農
業
日
記　

正
月
吉
日　

室
井
忠

右
衛
門
」、
室
井
家
文
書
、
四
二
五
一
）。
内
歩
刈
か
ら
稲
刈
ま
で
、

お
よ
そ
十
日
か
ら
一
カ
月
程
度
の
間
隔
が
あ
っ
た
。

　
　

七
　
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
水
田

　

宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
ま

表 3 　内歩刈の実施された時期

年代 歩刈実施月日（西暦）別年数（天明 3年は検見歩刈の結果を加えた）

宝暦 9 年（1759）～明和 5 年（1768）
9 月20日： 1 年， 9 月23日： 3 ， 9 月26日： 2 ， 9 月27日： 3 ， 9 月

28日： 1

明和 6 年（1769）～安永 7 年（1778）
9 月20日： 4 年， 9 月22日： 1 ， 9 月26日： 1 ， 9 月28日： 1 ，10月

4 日： 1 ，10月 6 日： 1 ，10月 9 日： 1

安永 8 年（1779）～天明 8 年（1788）
9 月19日： 1 年， 9 月20日： 2 ， 9 月22日： 2 ， 9 月26日： 1 ， 9 月

28日： 1 ， 9 月30日： 2 ，11月 6 日： 1

寛政元年（1789）～寛政10年（1798）
9 月17日： 1 年， 9 月19日： 1 ， 9 月20日： 1 ， 9 月22日： 2 ， 9 月

25日： 1 ， 9 月26日： 3 ，10月 1 日： 1
寛政11年（1799）～寛政12年（1800） 9 月26日： 1 年， 9 月27日： 1

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）、「天明三年　御検見御歩刈差上帳　卯十月
十二日　会津郡高野組金井沢村」（室井家文書、3251）
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で
の
四
二
年
間
で
、
歩
刈
が
二

カ
所
で
行
わ
れ
た
の
は
十
二

年
、
三
カ
所
で
行
わ
れ
た
の
が

二
三
年
、
四
カ
所
で
行
わ
れ
た

の
が
四
年
、
五
カ
所
で
行
わ
れ

た
の
が
二
年
、
六
カ
所
で
行
わ

れ
た
の
が
一
年
で
あ
る
（
表

4
）。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
に
合
綴
さ

れ
て
い
る
「
歩
刈
帳　

金
井
沢

村　

午
八
月
」
に
よ
れ
ば
、
寛

政
十
午
（
一
七
九
八
）
年
に
は
、

上
田
、
中
田
、
下
田
の
各
一
カ

所
ず
つ
で
歩
刈
が
行
わ
れ
た
。

寛
政
六
年
秋
に
廻
村
中
の
代
官

に
差
出
し
た
「
書
上
」
の
控
に

は
、
上
、
中
、
下
三
カ
所
の
歩

刈
の
結
果
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
寛
政
五
年
に
も
、
内
歩
刈

の
結
果
に
続
き
、「
書
上　

田
方
、
上　

壱
升
、
中　

八
合
、
下

五
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
五
・
六
年
の
「
書
上
」
に
あ
る

上
、
中
、
下
は
、
上
田
、
中
田
、
下
田
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

金
井
沢
村
で
は
、
上
田
、
中
田
、
下
田
の
三
カ
所
で
内
歩
刈
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る（

7
）。

　

四
二
年
間
に
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
一
二
五
カ
所
の
水
田
が

位
置
す
る
小
地
名
の
う
ち
、
頻
出
す
る
の
は
、
柿
下
（
柿
ノ
下
、

柿
下
下
モ
を
含
む
）
が
三
五
カ
所
（
二
八
％
）、
段
ノ
上
が
十
二

カ
所
（
十
％
）、
砂
田
が
十
カ
所
（
八
％
）、
段
ノ
下
が
八
カ
所

（
六
％
）、
番
場
下
（
は
ん
は
下
を
含
む
）
が
六
カ
所
（
五
％
）、

沢
田
が
五
ヵ
所
（
四
％
）
で
あ
る
（
表
5
）。
毎
年
数
カ
所
で
行

わ
れ
た
内
歩
刈
の
う
ち
、
各
年
次
の
冒
頭
に
記
録
さ
れ
て
い
る
水

田
の
小
地
名
は
、
宝
暦
九
・
十
年
、
明
和
二
・
三
・
五
・
六
・
七
年
、

安
永
七
・
八
・
九
年
、天
明
元
・
二
年
を
除
く
三
十
年
間
が
柿
下
（
柿

ノ
下
を
含
む
）
で
あ
る
。

　

四
二
年
間
に
内
歩
刈
が
行
わ
れ
た
一
二
五
カ
所
の
田
主
の
う

ち
、
頻
出
す
る
の
は
、
加
右
衛
門
が
二
〇
回
（
十
六
％
）、
彦
蔵

が
十
二
回
（
十
％
）、市
郎
右
衛
門
と
利
右
衛
門
が
各
十
一
回
（
各

九
％
）、忠
右
衛
門
と
佐
多
郎
（
佐
多
を
含
む
）
が
各
九
回
（
七
％
）

表 4 　内歩刈の対象となった水田

年代 歩刈実施カ所別年数（天明 3年は検見歩刈の結果を加えた）

宝暦 9 年（1759）～明和 5 年（1768） 2 カ所： 2 年， 3 カ所： 7 ，4 カ所： 1

明和 6 年（1769）～安永 7 年（1778） 2 カ所： 5 年， 3 カ所： 5

安永 8 年（1779）～天明 8 年（1788） 2 カ所： 5 年， 3 カ所： 3 ， ４ カ所： 1 ， 6 カ所： 1

寛政元年（1789）～寛政10年（1798） 3 カ所： 6 年， 4 カ所： 2 ， 5 カ所： 2

寛政11年（1799）～寛政12年（1800） 3 カ所： 2 年

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）、「天明三年　御検見御歩刈差上帳　卯十月
十二日　会津郡高野組金井沢村」（室井家文書、3251）
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で
あ
る
（
表
6
）。
毎
年
数
カ
所
で
行
わ
れ
た
内
歩
刈
の
冒
頭
に

記
録
さ
れ
て
い
る
水
田
の
田
主
は
、
安
永
五
・
六
年
と
天
明
四
年

か
ら
寛
政
十
二
年
ま
で
の
十
九
年
間
が
加
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
内

歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
水
田
の
地
名
と
田
主
が
多
様
で
あ
る
た

め
、
内
歩
刈
を
実
施
し
た
主
体
は
金
井
沢
村
と
み
ら
れ
る（

8
）。

　
　

八
　
稲
の
作
況

　

毎
年
数
カ
所
で
行
わ
れ
た
内
歩
刈
の
結
果
の
う
ち
、
各
年
次
に

お
け
る
籾
の
最
大
容
積
と
最
少
容
積
を
図
2
に
示
し
た
。

　

十
八
世
紀
後
半
の
四
二
年
間
の
う
ち
、
収
量
が
二
升
以
上
と

な
っ
た
年
は
、宝
暦
九（
一
七
五
九
）年
か
ら
明
和
三（
一
七
六
六
）

年
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
、
天

明
元（
一
七
八
一
）・
八（
一
七
八
八
）年
、寛
政
三（
一
七
八
一
）・
四

（
一
七
九
二
）年
の
十
四
年
で
あ
る
。最
も
収
量
が
多
か
っ
た
年
は
、

天
明
元
年
で
、
品
種
名
が
細
葉
、
籾
の
容
積
が
二
升
七
合
五
夕
、

株
数
が
一
一
八
で
あ
る
。こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、宝
暦
十
二（
一
七
六
二
）

年
で
、
品
種
名
が
細
葉
、
籾
の
容
積
が
二
升
二
合
、
株
数
が
一
二
〇

で
あ
る
。

　

収
量
が
一
升
未
満
と
な
っ
た
年
は
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）・
六

表 5 　内歩刈の対象となった水田の小地名

年代 小地名別歩刈実施カ所（天明 3年は検見歩刈の結果を加えた）

宝暦 9 年（1759）～明和 5 年（1768）

柿下： 7 カ所，栗下： 2 ，関下： 2 ，砂田： 5 ，沢田： 4 ，石田： 1 ，

窪田： 1 ，ゑん満田： 1 ，廣面： 1 ，五十刈： 1 ，家ノ前： 1 ，大道端：

1 ，不記載： 2

明和 6 年（1769）～安永 7 年（1778）

柿下（柿ノ下）：8 カ所，段ノ上：3 ，段ノ下：4 ，砂田：1 ，沢田：1 ，

石田：1 ，窪田：1 ，関下百刈：1 ，百刈：1 ，五十刈：1 ，中沢前（中

沢ノ前）： 2 ，不記載： 1

安永 8 年（1779）～天明 8 年（1788）

柿下： 7 カ所，段ノ下： 3 ，堰下： 2 ，砂田： 4 ，石田： 1 ，家ノ前：

1 ，下ノ前： 1 ，中沢ノ前： 1 ，下タ村前： 1 ，川原ノ後： 1 ，金井

沢入： 1 ，大道端： 2 ，中沢向甚助田： 1 ，廣面：3

寛政元年（1789）～寛政10年（1798）

柿下：10カ所，柿下下モ： 1 ，段ノ上： 9 ，段ノ下： 1 ，番場下（番

場ノ下）： 4 ，番場ノ上： 1 ，四十刈： 1 ，下タ村向（下タむら向）： 2 ，

下タ村向百刈： 1 ，大道端： 1 ，野添： 1 ，上川原： 1 ，不記載： 3
寛政11年（1799）～寛政12年（1800） 柿下： 2 カ所，はんば（はんは）下： 2 ，清六田： 2

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）、「天明三年　御検見御歩刈差上帳　卯十月
十二日　会津郡高野組金井沢村」（室井家文書、3251）
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表 6 　内歩刈の対象となった水田の田主

年代 田主別歩刈実施カ所（天明 3年は検見歩刈の結果を加えた）

宝暦 9 年（1759）～明和 5 年（1768）

惣右衛門： 3 カ所，忠右衛門： 7 ，伊右衛門： 1 ，徳右衛門： 4 ，忠

左衛門： 1 ，彦蔵： 2 ，利右衛門： 4 ，市郎右衛門： 2 ，義左衛門： 1 ，

甚右衛門： 1 ，七兵衛： 1 ，丹右衛門： 1 ，利兵衛： 1

明和 6 年（1769）～安永 7 年（1778）

竹四郎： 1 カ所，清右衛門： 1 ，市郎右衛門： 2 ，熊蔵： 1 ，彦蔵： 6 ，

庄兵衛： 1 ，半右衛門： 1 ，宇右衛門： 1 ，忠右衛門： 1 ，佐兵衛： 3 ，

喜左衛門： 1 ，加右衛門： 2 ，徳兵衛： 1 ，不記載： 3

安永 8 年（1779）～天明 8 年（1788）

彦蔵：3 カ所，利兵衛：1 ，加右衛門：6，嘉右衛門：1 ，仁右衛門：2 ，

宇右衛門： 3 ，徳右衛門： 2 ，文七： 1 ，孫左衛門： 1 ，佐助： 1 ，

治右衛門：1 ，半右衛門：3 ，佐兵衛：1 ，市郎右衛門：1 ，丹右衛門：

1 ，不記載： 1

寛政元年（1789）～寛政10年（1798）

忠右衛門： 1 カ所，庄蔵： 1 ，加右衛門：10，佐太郎（佐多郎）：7，

佐多： 2 ，利右衛門： 5 ，市郎右衛門： 6 ，宇平治： 1 ，勘左衛門： 1 ，

彦蔵： 1 ，不記載： 1
寛政11年（1799）～寛政12年（1800） 助右衛門： 2 カ所，利右衛門： 2 ，加右衛門： 2

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）、「天明三年　御検見御歩刈差上帳　卯十月
十二日　会津郡高野組金井沢村」（室井家文書、3251）

図 2 　陸奥国会津郡金井沢村における 1 歩の水田から収穫された籾の容積
（1759-1800）

史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）、「天明三年　御検見御歩刈差上帳　卯十月
十二日　会津郡高野組金井沢村」（室井家文書、3251）

注）毎年 2 － 6 カ所で行われた内歩刈の結果のうち、各年次における籾の最大収量と最小収量を表示した。
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（
一
七
八
六
）
年
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）・
二
（
一
七
九
〇
）・
八

（
一
七
九
六
）・
十
（
一
七
九
八
）
年
の
六
年
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

天
明
三
・
六
年
に
は
、
会
津
藩
か
ら
見
分
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
検

見
歩
刈
が
行
わ
れ
、「
天
明
三
年
卯
十
月
十
二
日　

御
検
見
御
歩

刈
差
上
帳　

会
津
郡
高
野
組
金
井
沢
村
」（
室
井
家
文
書
、三
二
五
一
）、

「
天
明
六
年
午
十
月　

破
免
御
検
見
御
坪
刈
帳　

会
津
郡
高
野
組

金
井
沢
村
」（
室
井
家
文
書
、
三
二
六
一
）
が
作
成
さ
れ
た
。

　

天
明
三
年
の
稲
の
作
況
は
、「
作
毛
位
付
帳
」
に
記
録
さ
れ
て

お
ら
ず
、
右
の
史
料
に
検
見
歩
刈
の
結
果
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

四
二
年
間
で
最
も
収
量
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
天
明
三
年
の
下
田

で
、
品
種
名
が
細
葉
、
籾
の
容
積
が
二
合
五
夕
、
株
数
が

一
一
八
、
上
田
で
も
、
品
種
名
が
細
葉
、
籾
の
容
積
が
三
合
五
夕
、

株
数
が
一
二
七
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
天
明
六
年
で
、
品

種
名
が
細
葉
、
籾
の
容
積
が
五
合
五
夕
、
株
数
が
八
八
で
あ
る
。

　

四
二
年
間
に
一
二
五
カ
所
で
記
録
さ
れ
て
い
る
籾
の
収
量
が
、

一
升
未
満
と
な
っ
た
の
が
七
カ
所
（
六
％
）、
一
升
以
上
一
升
五

合
未
満
が
三
二
カ
所
（
二
六
％
）、
一
升
五
合
以
上
二
升
未
満
が

六
四
カ
所
（
五
一
％
）、
二
升
以
上
が
二
二
カ
所
（
十
八
％
）
で

あ
る
。

　
『
南
會
津
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
郡
山
町
に
立
地
す
る
福
島
縣
立

農
事
試
験
場
に
お
け
る
品
種
名
が
豊
後
の
一
反
歩
當
収
量
は
、
二

石
二
斗
六
升
九
合
で
あ
る
（
福
島
縣
南
會
津
郡
役
所
、
一
九
一
四
：

二
一
〇
頁
）。
三
〇
〇
歩
を
一
反
、
籾
摺
り
を
五
合
摺
り
と
仮
定
す

る
と
、
一
歩
の
籾
の
収
量
は
、
一
升
五
合
一
夕
と
試
算
で
き
る
。

先
に
三
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
以
降

の
一
歩
の
面
積
を
三
．
三
一
㎡
、
明
治
九
年
以
前
の
一
歩
の
面
積

を
三
．
六
六
㎡
と
仮
定
し
て
、
大
正
期
の
反
当
収
量
を
江
戸
時
代

の
一
歩
の
籾
の
収
量
に
換
算
す
る
と
、
一
升
六
合
七
夕
と
な
る
。

　

一
方
、「
作
毛
位
付
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
豊
後
（
文
子
）
の

籾
の
収
量
は
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
に
二
升
余
（
豊
後
）、
宝

暦
十
年
に
一
升
八
合
（
文
子
）、
宝
暦
十
一
年
に
一
升
（
豊
後
）、

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
一
升
六
合
（
文
子
）
で
あ
る
。
十
八

世
紀
中
期
以
降
の
収
量
を
追
跡
す
る
に
は
、
稲
の
品
種
、
一
歩
の

面
積
、
お
よ
び
枡
の
容
積
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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九
　
内
歩
刈
と
「
歩
刈
帳
」・「
書
上
」
の
差
異

　

本
史
料
に
は
、
名
主
、
組
頭
、
百
姓
代
、
お
よ
び
田
主
が
押
印

し
た
寛
政
十
年
の
「
歩
刈
帳
」、
先
に
二
節
で
検
討
し
た
寛
政
六

年
九
月
十
七
日
に
廻
村
中
の
代
官
に
差
出
し
た
「
書
上
」
の
控
、

お
よ
び
寛
政
五
年
の
「
書
上
」
の
控
が
、
内
歩
刈
の
結
果
と
と
も

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
十
年
の
「
歩
刈
帳
」
と
寛
政
五
年
の

「
書
上
」
の
作
成
目
的
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、寛
政
六
年
の
「
書

上
」
と
同
様
、
代
官
に
差
出
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
ず
、
寛
政
十
年
の
内
歩
刈
と
「
歩
刈
帳
」
を
比
較
す
る
と
、

田
主
、
稲
の
品
種
、
株
数
は
一
致
す
る
。
水
田
の
小
地
名
は
、
上

田
と
下
田
で
一
致
す
る
が
、
中
田
の
地
名
は
、
内
歩
刈
の
段
ノ
上

に
対
し
て
、「
歩
刈
帳
」
で
は
窪
田
と
な
っ
て
い
る
。
籾
の
容
積

は
上
田
の
内
歩
刈
が
一
升
六
合
五
夕
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
歩
刈

帳
」
が
一
升
一
合
、
中
田
の
内
歩
刈
が
一
升
七
合
で
あ
る
の
に
対

し
て
「
歩
刈
帳
」
が
一
升
、
下
田
の
内
歩
刈
が
九
合
三
夕
で
あ
る

の
に
対
し
て
「
歩
刈
帳
」
が
八
合
で
あ
る
。「
歩
刈
帳
」
に
記
録

さ
れ
て
い
る
籾
の
容
積
は
、
内
歩
刈
で
記
録
さ
れ
て
い
る
容
積
の

上
田
で
六
七
％
、
中
田
で
五
九
％
、
下
田
で
八
六
％
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
寛
政
六
年
の
内
歩
刈
と
「
書
上
」
の
控
を
比
較
す
る

と
、
籾
の
容
積
は
、
内
歩
刈
の
一
升
五
合
に
対
し
て
、「
書
上
」

に
は
上
、
一
升
二
合
、
内
歩
刈
の
一
升
四
合
に
対
し
て
、「
書
上
」

に
は
中
、
九
合
、
内
歩
刈
の
一
升
弐
合
五
夕
に
対
し
て
「
書
上
」

に
は
下
、
八
合
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
書
上
」
に
は
、
水
田
の

小
地
名
、
田
主
、
稲
の
品
種
、
株
数
、
重
量
が
記
録
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、内
歩
刈
の
結
果
を
書
き
上
げ
た
の
か
確
認
で
き
な
い
が
、

内
歩
刈
の
籾
の
容
積
に
対
す
る
「
書
上
」
の
籾
の
容
積
は
、
上
が

八
〇
％
、
中
が
六
四
％
、
下
が
六
四
％
で
あ
る
。

　

寛
政
五
年
の
内
歩
刈
と
「
書
上
」
の
控
を
比
較
す
る
と
、
籾
の

容
積
は
、内
歩
刈
の
一
升
八
合
五
夕
に
対
し
て
、「
書
上
」
に
は
上
、

一
升
、
内
歩
刈
の
一
升
二
合
に
対
し
て
、「
書
上
」
に
は
中
、
八

合
と
書
か
れ
て
い
る
。
内
歩
刈
に
は
二
カ
所
し
か
記
録
さ
れ
て
い

な
い
が
、「
書
上
」
に
は
下
、
五
合
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
書
上
」

に
は
、
水
田
の
小
地
名
、
田
主
、
稲
の
品
種
、
株
数
、
重
量
が
記

録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
内
歩
刈
の
結
果
を
書
き
上
げ
た
の
か
不

明
で
あ
る
が
、
内
歩
刈
の
籾
の
容
積
に
対
す
る
「
書
上
」
の
籾
の

容
積
は
、
上
が
五
四
％
、
中
が
六
七
％
で
あ
る
。

　

寛
政
十
年
の
「
歩
刈
帳
」、寛
政
六
年
に
代
官
に
差
出
し
た
「
書
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上
」
の
控
、
寛
政
五
年
「
書
上
」
の
控
に
記
さ
れ
て
い
る
籾
の
容

積
は
、
内
歩
刈
の
記
録
の
五
四
％
か
ら
八
六
％
で
あ
っ
た
。
代
官

が
村
か
ら
差
出
さ
れ
た
文
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
籾
の

収
量
は
、内
歩
刈
の
結
果
よ
り
相
当
少
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

十
　
畑
作
物
の
作
況

　

十
八
世
紀
後
半
の
四
二
年
間
の
う
ち
、
畑
作
物
の
作
況
が
記
録

さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
か
ら
寛
政
十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
に
至
る
三
五
年
間
で
あ
る
（
表
7
）。
煙
草
、麻
、

大
豆
、
小
豆
、
蕎
麦
、
粟
、
稗
、
芋
、
菜
大
根
の
作
況
が
、
上
、
中
、

下
、
下
々
の
四
段
階
で
判
定
さ
れ
て
い
る
年
が
多
い
。
明
和
三
年

か
ら
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
ま
で
は
、
麦
の
作
況
も
記
録
さ
れ

て
い
る
。

　

畑
作
物
の
作
況
が
最
も
よ
か
っ
た
の
は
寛
政
元
（
一
七
八
九
）

年
で
、
麻
、
大
豆
、
小
豆
、
芋
、
菜
大
根
が
上
と
判
定
さ
れ
て
い

る
。
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
は
四
種
類
の
作
物
が
上
、安
永
二
・

七
（
一
七
七
八
）
年
、
天
明
二
・
五
（
一
七
八
五
）
年
、
お
よ
び

寛
政
五
・
七
・
九
（
一
七
九
七
）
年
の
七
年
間
は
三
種
類
の
作
物
が

上
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

　

畑
作
物
の
作
況
が
最
も
悪
か
っ
た
の
は
、明
和
五
（
一
七
六
八
）

年
で
あ
り
、
小
豆
、
芋
、
麦
が
下
々
、
麻
、
大
豆
、
粟
、
稗
が
下

と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
と
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
は
六
種
類
の
作
物
が
下
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）

年
は
五
種
類
の
作
物
が
下
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。天
明
三
年
に
は
、

稲
だ
け
で
は
な
く
、
中
・
下
層
の
主
食
と
な
る
粟
・
稗
・
蕎
麦
・

菜
大
根
ま
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
（
川
口
、
二
〇
二
〇
）。

　
　

十
一
　
天
明
三
年
の
天
候
推
移
と
作
況

　

本
節
で
は
、
金
井
沢
村
に
お
け
る
籾
の
収
量
が
、
十
八
世
紀
中

期
以
降
で
最
低
を
記
録
し
た
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
の
田
植
か

ら
稲
刈
に
至
る
期
間
の
天
候
推
移
を
追
跡
す
る
。「
天
明
三
年　

農
業
萬
日
記　

室
井
忠
右
衛
門
」（
室
井
家
文
書
、
四
二
五
〇
）

に
記
録
さ
れ
た
毎
日
の
天
気
、
金
井
沢
村
に
お
け
る
凶
作
の
推
移

を
ま
と
め
た
「
天
明
三
年
凶
作
」（
室
井
家
文
書
、
三
二
四
八
）、

高
野
組
黒
沢
新
田
に
住
む
豪
商
、
細
井
善
治
郎
が
記
し
た
「
細
井

日
記
」、
金
井
沢
村
か
ら
約
五
㎞
下
流
の
田
島
組
田
島
村
に
住
む

猪
俣
忠
春
と
子
の
忠
備
が
書
き
継
い
だ
「
忠
春
日
記
」、
お
よ
び

会
津
藩
士
田
村
三
省
の
著
し
た
「
孫
謀
録
」
を
併
用
し
て
、
天
明
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表 7 　陸奥国会津郡金井沢村における畑作物の作況（1766-1800）

西暦 和暦 煙草 麻 大豆 小豆 蕎麦 芋 粟 稗 菜大根 麦

1766 明和 3 中 下 中 上 下下 中 中 中
菜：中、

大根：中
下下

1767 明和 4 中ノ下 中ノ下
中 ノ

下
下下 下下 下下 中 中

菜：中、

大根：中
中ノ上

1768 明和 5 中 下 下 下下 中 下下 下 下 中 下下

1769 明和 6 下 上 上 上 下 下下 中 中
菜：下下、

大根：中
上

1770 明和 7 下 上 中 下下 中 下下 上 中 中 不掲載

1771 明和 8 下 中ノ下 下下 下 中 下 上 中 中 不掲載

1772 安永元 中ノ上 中 上 中 下 上 中 中 中 不掲載

1773 安永 2 中ノ下 中ノ下 中 中 下 下 上 中 中 不掲載

1774 安永 3 下 中 上 上 中 中 下 下 上 不掲載

1775 安永 4 中 上 中 下 下 不掲載 中 中 中 不掲載

1776 安永 5 上 中 上 上 下 中 下 中 中 不掲載

1777 安永 6 中ノ下 中 上 下 上 中 中 中 中 不掲載

1778 安永 7 中 下 上 上 中 上 下 下 中 不掲載

1779 安永 8 中 中 中 中 中 中 上 上 下 不掲載

1780 安永 9 下 中 下 下 下 下 中 中 下 不掲載

1781 天明元 中 下 中 中 中 中 上 中 上 不掲載

1782 天明 2 中 中 上 上 中 中 中 中 上 不掲載

1783 天明 3 中 下 上 中 下 中 下 下 下 不掲載

1784 天明 4 中 上 中 下 下 下下 中 上 下下 不掲載

1785 天明 5 下 下下 中 中 上 下 上 上 中 不掲載

1786 天明 6 中 中 上 中 下 中 下 下 中 不掲載

1787 天明 7 上 上 中 中 下 中 中 中 下 不掲載

1788 天明 8 上 中 中 中 中 中 下 上 中 不掲載

1789 寛政元 下 上 上 上 下 上 中 中 上 不掲載

1790 寛政 2 下 上 中 下 中 下 上 中 中 不掲載

1791 寛政 3 上 上 中 下 下 中 下 下 中 不掲載

1792 寛政 4 中 下 中 下 中 下 上 中 中 不掲載

1793 寛政 5 中 下 上 上 中 上 中 中 中 不掲載

1794 寛政 6 中 中 下 下 下 下 中 中 中 不掲載

1795 寛政 7 中 中 上 上 下 上 下 下 中 不掲載

1796 寛政 8 下 中 下 下 下 下 中 中 下 不掲載

1797 寛政 9 上 上 下 下 下 中 中 中 上 不掲載
1798 寛政10 下 中 上 上 下 下 中 中 下 不掲載

1799 寛政11 中 下 中 中 中 上 中 中 上 不掲載

1800 寛政12 中 上 下 中 下 中 上 中 中 不掲載

（史料）奥会津博物館架蔵、「作毛位付帳」（室井家文書、4196）
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月日（西暦） 天気
9 月 1 日 さむし中天気
9 月 2 日 昼より天気よし
9 月 3 日 天気
9 月 4 日 小雨
9 月 5 日 雨天
9 月 6 日 小雨天夕方晴ル
9 月 7 日 中天気
9 月 8 日 天気
9 月 9 日 天気
9 月10日 小雨
9 月11日 天気
9 月12日 天気
9 月13日 雨天
9 月14日 雨天
9 月15日 天気
9 月16日 雨天
9 月17日 小雨天気
9 月18日 天気
9 月19日 天気
9 月20日 天気
9 月21日 中天気
9 月22日 中天気サムシ
9 月23日 天気
9 月24日 天気
9 月25日 天気
9 月26日 天気
9 月27日 天気　夜じしんスル
9 月28日 雨天
9 月29日 小雨天
9 月30日 天気
10月 1 日 天気
10月 2 日 中天気
10月 3 日 天気
10月 4 日 小雨中天気さむし
10月 5 日 天気
10月 6 日 天気初霜
10月 7 日 天気
10月 8 日 天気
10月 9 日 雨天
10月10日 天気
10月11日
10月12日 雨天
10月13日
10月14日 天気夕雨
10月15日 中天気
10月16日 天気夕雨
10月17日 天気
10月18日 天気
10月19日 天気
10月20日 雨天
10月21日 中天気
10月22日 少雨
10月23日 小雨
10月24日 中空
10月25日 上天気
10月26日 村雨夕方はれ
10月27日 昼過雷雨あられふる
10月28日 近山雪ふる堪ル大雨ニテはへもふる
10月29日
10月30日 中天気
10月31日 天気

月日（西暦） 天気
11月 1 日 中天気
11月 2 日 雨天夕方雪少し
11月 3 日 上天気
11月 4 日 中天気
11月 5 日 雪ふる
11月 6 日 大雨大雪
11月 7 日 天気
11月 8 日 中天気
11月 9 日 天気
11月10日 中天気
11月11日 中天気サムシ
11月12日 上天気
11月13日 上天気
11月14日 天気
11月15日 さむし
11月16日 朝小雪中天気風夜雪ふる
11月17日 朝雪中天気
11月18日 天気昼過雪
11月19日 雪
11月20日 さむそら
11月21日 さむし
11月22日 上天気
11月23日 小雨天
11月24日 上天気
11月25日 上天気
11月26日 上天気
11月27日 上天気
11月28日 小雨
11月29日 朝雨雪夜雪積
11月30日 雪有之天気よし

史料）奥会津博物館架蔵、「天明三年　農業萬日記　
室井忠衛門」（室井家文書、4250）
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表 8 　天明 3（1783）年の陸奥国会津郡金井沢村における天気
月日（西暦） 天気

5 月 1 日 中天気夕方雨
5 月 2 日 小雨夜雨
5 月 3 日 中天気
5 月 4 日 天気
5 月 5 日 天気
5 月 6 日 天気
5 月 7 日 天気
5 月 8 日 天気
5 月 9 日 雨天
5 月10日 雨天
5 月11日 天気
5 月12日 天気
5 月13日 天気
5 月14日 天気
5 月15日 天気
5 月16日 天気夕方雨天
5 月17日 天気
5 月18日 天気
5 月19日 天気
5 月20日 天気
5 月21日 天気
5 月22日 天気
5 月23日 天気
5 月24日 天 気
5 月25日 小雨天
5 月26日 朝小雨
5 月27日 小雨
5 月28日 昼過小雨
5 月29日 雨天
5 月30日 天気
5 月31日 天気
6 月 1 日 天気昼過少雷
6 月 2 日 天気
6 月 3 日 天気
6 月 4 日 天気
6 月 5 日 天気夕方雨
6 月 6 日 天気
6 月 7 日 天気
6 月 8 日 天気
6 月 9 日 天気
6 月10日 天気昼頃小雨
6 月11日 昼過雷雨少々
6 月12日 小雨
6 月13日 朝少し雨
6 月14日 昼頃雷雨
6 月15日 昼過ふりかけ雨
6 月16日 天気よし
6 月17日 天気
6 月18日 宵より雨天昼前ニ止
6 月19日 天気
6 月20日
6 月21日 天気
6 月22日 天気
6 月23日 天気
6 月24日 昼過雨天
6 月25日 天気折々小雨
6 月26日 天気
6 月27日
6 月28日
6 月29日
6 月30日

月日（西暦） 天気
7 月 1 日
7 月 2 日
7 月 3 日
7 月 4 日
7 月 5 日
7 月 6 日
7 月 7 日
7 月 8 日 昼前雨
7 月 9 日 天気
7 月10日 中天気
7 月11日 天気
7 月12日 天気
7 月13日 天気
7 月14日 小雨降
7 月15日 中天気
7 月16日 さむし夜より雨洪水
7 月17日 　
7 月18日 中天気
7 月19日 天気
7 月20日 天気
7 月21日 天
7 月22日 天気
7 月23日 天気
7 月24日 天気
7 月25日 天気
7 月26日 天気
7 月27日 夕方雨天　はい大分ふる
7 月28日 サムシ天気
7 月29日 天気
7 月30日 サムシ
7 月31日 ハイフル天気
8 月 1 日 天気
8 月 2 日 天気
8 月 3 日
8 月 4 日 砂フル
8 月 5 日 天気
8 月 6 日 天気
8 月 7 日 昼過雨天
8 月 8 日 水出ル雨天さむし
8 月 9 日 小雨天
8 月10日 小雨
8 月11日 昼過雨天
8 月12日 天気
8 月13日 小雨
8 月14日 朝小雨後天気
8 月15日 雨天夕たち雨
8 月16日 天気よし雨
8 月17日 雨天
8 月18日 朝小雨天気
8 月19日 上々天気
8 月20日 上天気
8 月21日 天気
8 月22日 小雨天気
8 月23日 天気夕方小雨
8 月24日 天気
8 月25日 天気
8 月26日 夕方雨天夜ニ入もふる
8 月27日 朝飯過より日和昼頃雨天
8 月28日 中天気夜雨
8 月29日 雨天終日
8 月30日 中天気さむし夜雨
8 月31日 さむし中天気
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三
年
の
異
常
気
象
を
復
原
し
た
い
。

　
「
天
明
三
年　

農
業
萬
日
記
」
か
ら
確
認
で
き
る
一
七
八
三
年
5

月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
の
降
雨
を
梅
雨
の
走
り
、
6
月
10
日
か
ら

15
日
ま
で
の
降
雨
を
梅
雨
入
り
と
考
え
た
い
（
表
8
）。
室
井
家

で
は
、
6
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
、
田
植
が
行
わ
れ
た
。

　
「
孫
謀
録
」
に
は
「
六
月
十
五
日
、
小
雨
降
東
風
日
々
吹
て
冷

気
を
催
す
。
…
（
略
）
…
十
六
日
、
十
七
日
、
東
風
吹
」（
森
・

谷
川
編
、
一
九
七
〇
：
四
〇
七
頁
）
と
、
7
月
14
日
か
ら
16
日
に

会
津
盆
地
で
冷
涼
な
東
風
が
吹
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
天

明
三
年
凶
作
」
に
は
、「
六
月
十
日
頃
別
而
不
気
候
。
田
嶋
御
祭

り
之
節
抔
、
袷
或
者
わ
た
入
の
上
へ
か
た
ひ
ら
抔
着
候
テ
参
詣
い

た
し
候
躰
ニ
而
以
之
外
さ
む
し
」
と
あ
る
。
7
月
14
日
に
祇
園
祭

で
賑
わ
う
田
島
村
か
ら
金
井
沢
村
周
辺
の
百
姓
は
、
冬
着
で
あ
る

袷
や
綿
入
れ
の
上
に
帷
子
を
重
ね
着
し
て
田
出
宇
賀
神
社
に
参
詣

し
た
。
梅
雨
明
け
直
前
の
7
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
会
津
盆
地

と
奥
会
津
で
は
、
冷
涼
湿
潤
な
東
風
の
吹
走
に
と
も
な
う
異
常
低

温
と
降
雨
が
観
察
さ
れ
て
い
た
。「
孫
謀
録
」
に
み
え
る
「
東
風
」

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
か
ら
本
州
北
部
太
平
洋
側
に
吹
き
出

す
寒
冷
な
北
東
気
流
と
み
ら
れ
る
。

　

表
8
の
7
月
16
日
夜
の
洪
水
は
梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
を
、
7

月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
の
晴
天
は
梅
雨
明
け
を
思
わ
せ
る
。「
忠

春
日
記
」
に
は
「
廿
一
日
よ
り
土
用
也
。
此
節
よ
り
快
晴
」（
田

島
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
：
六
五
五
頁
）、「
天
明
三
年
凶

作
」
に
は
「
六
月
廿
日
土
用
入
、
此
ノ
日
ゟ
昼
頃
天
気
上
り
、
暑

気
甚
敷
、
初
土
用
中
宜
敷
気
候
ニ
候
」、「
孫
謀
録
」
に
も
「
六
月

廿
七
日
、
暑
気
あ
り
。
力
蝉
始
て
鳴
。
蕣
の
花
ひ
ら
く
」（
森
・

谷
川
編
、
一
九
七
〇
：
四
〇
七
頁
）
と
、
猛
暑
を
思
わ
せ
る
記
述

が
あ
る
。
土
用
入
の
7
月
19
日
に
会
津
盆
地
・
奥
会
津
と
も
に
梅

雨
明
け
し
て
、
7
月
26
日
ま
で
暑
気
が
続
い
た
。

　
「
農
業
萬
日
記
」
に
は
7
月
27
日
に
「
は
い
大
分
ふ
る
」、
7
月

31
日
に
「
ハ
イ
フ
ル
」、
8
月
4
日
に
は
「
砂
降
ル
」
と
、
降
灰

が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
表
8
）。「
天
明
三
年
凶
作
」
に
は
「
六
月

廿
八
日
夕
方
雨
天
土
降
ル
。
是
よ
り
猶
又
さ
む
く
、
七
月
朔
日
二

日
三
日
之
頃
別
而
さ
む
し
。
土
新
ニ
ふ
り
七
月
七
日
迄
ふ
り
申

候
」、「
細
井
日
記
」
に
は
「
卯
七
（
虫
損
）
あ
く
の
様
な
る
砂
ふ

る
。
木
草
余
程
か
か
り
馬
抔
く
ひ
不
申
候
。
信
州
浅
間
山
よ
り
ふ

り
出
し
、上
州
弐
三
尺
ふ
り
候
所
有
。
百
姓
大
難
義
仕
候
事
」（
田

島
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
：
六
八
七
頁
）、「
忠
春
日
記
」
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に
は「
六
月
廿
八
日
よ
り
七
月
朔
日
の
頃
迠
土
降
る
。
灰
の
如
し
。

信
州
浅
間
嶽
ぬ
け
候
由
。
…
（
略
）
…
七
月
三
日
頃
は
総
州
上
州

は
晝
間
夜
の
如
し
と
灰
降
候
事
。
一
坪
へ
結
城
壱
斗
五
六
升
、
下

妻
同
断
、
熊
谷
三
斗
六
七
升
、
高
崎
四
斗
余
、
此
辺
は
少
々
降
申

候
。
金
山
谷
、
伊
南
、
若
松
、
白
川
辺
同
様
に
候
。
一
、七
月
七

日
晝
浅
間
嶽
の
艮
の
方
の
山
抜
候
由
。
…
（
略
）
…
灰
降
り
候
所

五
ケ
国
ほ
ど
、荒
地
六
万
石
ほ
ど
と
云
」（
田
島
町
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
八
六
：
六
五
四-

六
五
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
孫
謀
録
」

に
は
「
六
月
廿
八
日
、東
風
吹
。
霾
小
雨
に
交
る
泥
土
の
こ
と
し
。

同
廿
九
日
夜
に
入
、
霾
雪
の
こ
と
し
。
草
木
の
葉
白
し
。
七
月
朔

日
、
霾
降
る
事
昨
日
の
こ
と
し
」（
森
・
谷
川
編
、
一
九
七
〇
：

四
〇
七
頁
）
と
、
7
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
、
会
津
盆
地
で
も
降

灰
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

金
井
沢
村
、
黒
沢
新
田
村
、
田
島
村
周
辺
で
は
、
7
月
27
日
か

ら
8
月
4
日
ま
で
浅
間
山
の
噴
火
に
と
も
な
う
火
山
灰
が
降
り
続

き
、
7
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
の
高
温
が
、
一
転
し
て
27
日
か
ら

急
低
下
し
た
。「
農
業
萬
日
記
」
に
は
、
7
月
31
日
と
8
月
4
日

の
降
灰
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。「
天
明
三
年
凶
作
」
が
強
調
す
る

7
月
27
日
か
ら
31
日
の
低
温
は
、
7
月
27
日
に
会
津
盆
地
で
降
灰

よ
り
先
に
観
察
さ
れ
た
東
風
、
27
日
夕
方
か
ら
会
津
盆
地
と
金
井

沢
村
で
記
録
さ
れ
た
降
雨
、
お
よ
び
27
日
夕
方
以
降
の
火
山
灰
の

降
下
が
複
合
し
て
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
細
井
日
記
」
に
は
「
卯
七
月
初
よ
り
十
七
八
日
迠
雨
ふ
り
。

…
（
略
）
…
同
八
月
初
よ
り
殊
外
明
気
悪
敷
。
…
（
略
）
…
打
続

不
天
気
、
弐
百
十
日
頃
ニ
稲
穂
漸
々
出
揃
候
処
、
長
雨
故
稲
花
一

切
か
か
り
不
申
、
弐
百
廿
日
ニ
も
か
か
ミ
不
申
」（
田
島
町
史
編

纂
委
員
会
、
一
九
八
六
：
六
八
八
頁
）、「
天
明
三
年
凶
作
」
に
は

「
七
月
末
ゟ
八
月
始
之
頃
以
之
外
さ
む
く
節
々
雨
天
。
天
気
い
つ

も
曇
り
、
日
輪
ノ
影
薄
く
、
稲
出
穂
七
月
廿
四
五
日
ゟ
少
々
相
見
、

八
月
始
ニ
ハ
大
方
出
申
候
得
と
も
、
花
か
か
り
無
之
、
別
而
八
月

朔
日
ゟ
四
日
五
日
迄
甚
さ
む
く
、
諸
人
是
ゟ
乄
甚
無
心
覚
気
候
と

存
候
得
共
、
廿
九
年
已
然
亥
年
ノ
凶
作
位
ニ
も
可
相
成
哉
」、「
忠

春
日
記
」
に
は
「
六
月
廿
八
九
日
よ
り
雨
降
候
て
晴
天
稀
也
。
凡

而
当
年
雷
雨
少
く
、
稲
妻
す
る
事
稀
に
し
て
、
二
百
十
日
に
も
稲

の
穂
不
揃
。上
田
下
田
に
も
不
限
、立
稲
多
く
し
て
大
不
作
也
」（
田

島
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
：
六
五
五
頁
）、「
孫
謀
録
」
に

は
「
七
月
十
五
日
促
織
虫
始
て
鳴
。
同
廿
五
日
、
處
暑
な
り
。
冷

気
彌
増
。
八
月
六
日
、
二
百
十
日
晴
天
風
な
し
。
早
稲
の
外
出
穂
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不
致
。」（
森
・
谷
川
編
、
一
九
七
〇
：
四
〇
八
頁
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

奥
会
津
で
は
、
火
山
灰
が
降
り
始
め
た
7
月
27
日
か
ら
秋
霖
の

終
わ
る
9
月
17
日
ま
で
、
降
雨
が
断
続
的
に
続
い
た
た
め
に
梅
雨

明
け
が
不
明
瞭
と
な
り
、異
常
低
温
と
日
照
不
足
に
み
ま
わ
れ
た
。

「
天
気
い
つ
も
曇
り
、日
輪
ノ
影
薄
く
」
と
い
う
「
天
明
三
年
凶
作
」

の
表
現
は
、
金
井
沢
村
周
辺
に
お
け
る
８
月
の
天
候
を
端
的
に
示

し
て
い
る
。
8
月
24
日
の
二
百
十
日
に
至
っ
て
も
、
黒
沢
新
田
村

で
は
稲
穂
が
出
揃
っ
た
が
、金
井
沢
村
や
田
島
村
で
は
出
揃
わ
ず
、

8
月
28
日
か
ら
9
月
1
日
ま
で
、
気
温
が
低
く
、
稲
も
開
花
し
な

か
っ
た
た
め
、
人
々
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
凶
作
を
想
起

し
た
。
9
月
6
日
の
二
百
二
十
日
に
な
っ
て
も
、
黒
沢
新
田
村
で

は
稲
穂
が
前
傾
せ
ず
、
会
津
盆
地
で
も
早
稲
を
除
き
出
穂
し
な
い

と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。

　
「
天
明
三
年
凶
作
」
に
は
「
八
月
十
日
夕
方
天
気
晴
、
日
影
強

ク
暑
気
ニ
候
得
ハ
、
此
ノ
日
抔
い
祢
の
花
大
分
見
え
申
候
而
悦
申

候
処
、
十
一
日
ゟ
猶
又
さ
む
し
。
大
雨
ニ
ハ
無
之
候
得
共
折
々
雨

ふ
り
申
候
」
と
、
9
月
6
日
夕
方
か
ら
日
射
し
が
強
く
な
っ
て
気

温
が
上
が
り
、
稲
が
開
花
し
た
が
、
翌
7
日
か
ら
気
温
が
下
が
り
、

雨
模
様
と
な
っ
た
状
況
が
窺
え
る
。

　
「
天
明
三
年
凶
作
」
に
は
「
八
月
十
九
日
廿
日
之
頃
、
大
雨
以

之
外
さ
む
し
。
御
私
領
辺
南
山
之
義
も
廿
日
の
頃
迄
ハ
さ
の
み
大

凶
作
と
ハ
不
存
寄
候
所
、
頃
日
よ
り
一
同
ニ
騒
立
候
而
大
不
作
と

申
合
候
」、「
忠
春
日
記
」
に
は
「
八
月
廿
一
日
よ
り
漸
晴
候
へ
共
、

稲
の
穂
か
が
み
不
申
」（
田
島
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
：

六
五
五
頁
）、「
細
井
日
記
」
に
は
「
秋
ひ
が
ん
の
内
に
成
る
も
、

此
辺
抔
ハ
、
別
而
稲
一
切
か
か
み
不
申
お
お
さ
わ
き
」（
田
島
町

史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
：
六
八
八
頁
）、「
孫
謀
録
」
に
は
「
八

月
廿
四
日
、
彼
岸
に
成
穀
不
登
粃
多
し
」（
森
・
谷
川
編
、
一
九
七
〇
：

四
〇
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

金
井
沢
村
周
辺
で
は
、
9
月
15
・
16
日
に
大
雨
が
降
り
、
気
温

が
さ
ら
に
低
下
し
た
。
9
月
17
日
か
ら
晴
天
が
続
き
、
秋
霖
が
明

け
た
が
、
9
月
20
日
の
彼
岸
に
入
っ
て
も
、
会
津
盆
地
で
は
登
熟

し
な
い
粃
が
多
く
、
黒
沢
新
田
村
や
田
島
村
で
は
稲
穂
が
前
傾
せ

ず
、
不
作
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
黒
沢
新
田
村
や
金
井

沢
村
で
は
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

　
「
天
明
三
年
凶
作
」
に
は
「
畑
方
之
義
も
、
九
月
二
日
初
霜
ニ

而
栗
生
沢
辺
以
之
外
霜
ニ
相
申
候
。
此
辺
ハ
十
一
日
初
霜
相
見
申
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候
。田
畑
共
ニ
前
代
無
之
大
不
作
、八
月
下
旬
ゟ
俄
ニ
強
々
敷
諸
々

こ
ま
り
入
申
候
噂
ニ
御
座
候
」、「
忠
春
日
記
」
に
は
「
所
に
よ
り

九
月
二
日
朝
に
は
霜
ふ
り
申
候
」（
田
島
町
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
八
六
：
六
五
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
金
井
沢
村
や
田
島

村
よ
り
標
高
の
高
い
田
島
組
栗
生
沢
村
（
集
落
中
心
部
の
標
高
：

約
七
〇
〇
ｍ
）
で
は
、
9
月
27
日
に
初
霜
が
降
り
、
収
穫
直
前
の

畑
作
物
に
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
孫
謀
録
」
に
は
、
10
月
8
日
に
飯
豊
山
の
初
冠
雪
が
記
録
さ

れ
て
い
る
（
森
・
谷
川
編
、
一
九
七
〇
：
四
〇
八
頁
）。
金
井
沢

村
で
も
10
月
6
日
に
初
霜
、
10
月
27
日
に
霰
が
降
り
、
10
月
28
日

に
付
近
の
山
で
初
冠
雪
が
、
11
月
2
日
に
初
雪
が
観
察
さ
れ
た
。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
の
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
は
、「
他
之
書

上
帳
よ
り
写
す
」
と
断
っ
た
う
え
で
、「
田
方
青
作
ニ
而
当
時
歩

刈
可
仕
躰
ニ
無
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
村
々
か
ら
「
青
立

不
作
引
願
」
が
出
さ
れ
た
た
め
、
会
津
藩
は
見
分
役
人
を
派
遣
し

て
検
見
を
実
施
し
た
。
検
見
歩
刈
の
結
果
を
つ
ぎ
に
示
す
。

史
料
一　
「
天
明
三
年　

御
検
見
御
歩
刈
差
上
帳　

卯
十
月
十
二

日　

会
津
郡
高
野
組
金
井
沢
村
」（
室
井
家
文
書
、
三
二
五
一
）

天
明
三
年　

御
検
見
御
歩
刈
差
上
帳

卯
十
月
十
二
日　

会
津
郡
高
野
組
金
井
沢
村
』（
表
紙
）

覚　

金
井
沢
村

柿
下　
　
　
　
　

三
拾
弐
番　

地
主

一
、
上
田　

二
反
廿
弐
歩　
　
　

嘉
右
衛
門

　
　

御
改　

三
合
五
夕　

下
見　

二
合
五
夕

　
　

但　
　

稲
草　

ほ
そ
ば　

稲
株　

百
弐
十
七

家
ノ
前　
　
　
　
　

二
十
番　

地
主

一
、
下
田　

七
畝
歩　
　
　
　
　

仁
右
衛
門

　
　

御
改　

弐
合
五
夕　

下
見　

壱
合
五
夕

　
　

但　
　

稲
草　

ほ
そ
ば　

稲
株　

百
十
八

右
者
去

ル
申
ゟ
巳
迠
十

ケ
年
定
免
之
内
、
当
田
方
青
立
不
作

ニ

付
、
御
検
見
入
奉
願
、
田
毎
明
細
御
案
内
仕
、
御
見
分
之
上

私
共
田
主
立
会
坪
刈
被
仰
付
候
。』
合
毛
書
面
之
通
相
違
無

御
座
候
。
依
而
連
印
奉
差
上
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

會
津
郡
金
井
沢
村

天
明
三
卯
年
十
月
十
二
日　
　
　
　
　

名
主　
　

忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　々
　

市
右
衛
門
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百
姓
代　

仁
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
主　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　々

 　

仁
右
衛
門
』

　

十
月
十
二
日　

高
橋
七
左
衛
門
様
、
竹
内
権
兵
衛
様
、
御
見
分

之
上
、
歩
刈
被
成
下
候
通
差
上
申
候
扣
。』

　

南
山
御
蔵
入
領
で
は
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
申
年
か
ら
天
明

五
（
一
七
八
五
）
巳
年
ま
で
十
年
間
の
定
免
期
間
中
で
あ
っ
た
が
、

會
津
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
高
橋
七
左
衛
門
と
竹
内
権
兵
衛
の
見
分

の
下
で
、
名
主
、
組
頭
、
百
姓
代
、
田
主
が
立
ち
会
い
、
11
月
6

日
に
大
雪
の
な
か
で
検
見
歩
刈
が
実
施
さ
れ
た
。
史
料
一
に
は
、

上
田
の
御
改
が
三
合
五
夕
、
下
田
の
御
改
が
二
合
五
夕
と
記
さ
れ

て
い
る
。
検
見
歩
刈
の
結
果
、
未
曾
有
の
凶
作
が
確
定
し
た
。

　

検
見
歩
刈
に
先
立
ち
、
内
見
帳
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、

10
月
20
日
に
名
主
、
組
頭
、
百
姓
代
、
田
主
な
ど
が
立
ち
会
い
、

合
毛
内
改
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
を
記
録
し
た
「
天
明
三
年
卯

十
月　

當
田
方
青
立
不
作　

内
見
合
附
帳　

金
井
沢
村
」（
室
井

家
文
書
、
三
二
五
〇
）
に
は
、
柿
下
三
二
番
の
嘉
右
衛
門
が
持
つ

上
田
二
反
二
二
歩
が
二
合
五
夕
毛
、
家
ノ
前
二
〇
番
の
仁
右
衛
門

が
持
つ
下
田
七
畝
が
一
合
五
夕
毛
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
一

の
下
見
は
、
金
井
沢
村
の
全
水
田
に
お
け
る
一
歩
当
た
り
の
籾
の

収
量
を
一
筆
ご
と
に
査
定
し
た
合
毛
内
改
（
内
見
）
の
結
果
で
あ

り
、
実
測
結
果
で
は
な
い
た
め
、
検
見
歩
刈
の
御
改
よ
り
少
な
く

査
定
さ
れ
て
い
る（

9
）。

金
井
沢
村
に
お
け
る
全
水
田
の
査
定
結
果
を

集
計
し
た
表
9
に
よ
れ
ば
、
検
見
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
嘉
右
衛

門
と
仁
右
衛
門
の
水
田
は
、
ほ
ぼ
中
位
の
作
況
の
水
田
か
ら
選
ば

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
金
井
沢
村
の
二
五
町
二
反
余
の

水
田
の
う
ち
六
町
五
反
余
、
二
六
％
が
皆
無
作
と
査
定
さ
れ
た
。

　

田
島
御
用
場
か
ら
は
、
検
見
が
終
る
ま
で
稲
刈
り
を
禁
止
す
る

鎌
止
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
（
田
島
町
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
八
八
：
三
一
八
頁
）。
そ
の
た
め
、
室
井
家
で
は
11
月
8
日

か
ら
25
日
ま
で
稲
刈
が
行
わ
れ
た
。

　

一
七
八
三
年
の
金
井
沢
村
に
お
け
る
降
雨
日
数
は
、
6
月
に
十

日
（
天
気
不
記
載
六
月
二
〇
日
、
二
七-

三
〇
日
）、
7
月
に
四
日

（
天
気
不
記
載
七
月
一-

七
日
、
十
七
日
）、
8
月
に
十
八
日
、
9

月
に
十
日
で
あ
る
。
7
月
16
日
・
28
日
・
30
日
、
8
月
8
日
・
30

日
・
31
日
、
9
月
1
日
・
22
日
、
お
よ
び
10
月
4
日
に
「
サ
ム
シ
」

と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
表
8
）。

　

奥
会
津
は
、
6
月
中
旬
の
梅
雨
入
り
か
ら
9
月
中
旬
の
秋
霖
明
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け
ま
で
断
続

的
に
続
い
た

長
雨
と
浅
間

山
の
噴
火
に

と
も
な
う
降

灰
が
重
複
し

て
、
異
常
低

温
と
日
照
不

足
に
見
舞
わ

れ
た
。
7
月

か
ら
異
常
低

温
が
観
察
さ

れ
て
い
る
た

め
、
稲
の
分

け
つ
期
（
6-

7
月
）
に
生

育
が
遅
れ
減

収
と
な
る
遅

延
型
冷
害
と

8
月
の
生
殖
成
長
期
に
低
温
の
た
め
不
稔
と
な
る
障
害
型
冷
害
が

重
複
し
た
複
合
型
冷
害
に
分
類
で
き
る
。

　
　

小
結

　

本
稿
で
は
、
陸
奥
国
会
津
郡
金
井
沢
村
名
主
を
世
襲
し
た
室
井

家
が
保
存
し
て
き
た
「
作
毛
位
付
帳
」
の
う
ち
、
宝
暦
九

（
一
七
五
九
）
年
か
ら
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
至
る
四
二

年
間
を
紹
介
し
た
。
本
史
料
は
、
一
五
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
村

が
独
自
に
一
歩
の
水
田
数
カ
所
か
ら
刈
り
取
っ
た
籾
の
収
量
を
計

測
し
た
内
歩
刈
の
記
録
で
あ
る
。
内
歩
刈
を
行
い
、「
位
付
帳
」

に
記
録
し
た
の
は
、
金
井
沢
村
だ
け
で
は
な
く
、
隣
村
の
福
米
澤

村
を
は
じ
め
、
高
野
組
の
村
々
で
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

金
井
沢
村
で
は
、
宝
暦
期
か
ら
９
月
下
旬
の
彼
岸
中
に
内
歩
刈

を
行
う
慣
例
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
内
歩
刈
り
は
、
毎
年

二
～
六
カ
所
の
水
田
で
実
施
さ
れ
、
三
カ
所
で
行
わ
れ
た
年
が
過

半
数
を
占
め
る
。
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
水
田
の
小
地
名
、
田

主
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
内
歩
刈
の
実
施
主
体
は
、
金
井
沢
村
と

み
ら
れ
る
。

表 9 　天明 3（1783）年の陸奥国会津郡金井沢村における水田の作況

1 歩当たりの籾の査定収量 本田 新田

4 合 5 夕毛 　　 2 反 5 畝12歩

4 合毛　　 　　 3 反 6 畝 4 歩

3 合 5 夕毛 1 町 2 反 7 畝 1 歩

3 合毛　　 1 町 1 反 6 畝12歩

2 合 5 夕毛 2 町 2 畝 6 歩　　 5 反 2 畝

2 合毛　　 1 町 9 反 6 畝 8 歩

1 合 5 夕毛 3 町 5 反 6 畝　　 　　 9 反 2 畝28歩

1 合毛　　 2 町 9 反 1 畝18歩 9 反 8 畝

　　 5 夕毛 1 町 7 反 8 畝21歩 　　 9 反 8 畝15歩

皆無 4 町 3 反 7 畝14歩 2 町 1 反 3 畝14歩

合計 19町 6 反 7 畝 6 歩 5 町 5 反 4 畝27歩

史料）奥会津博物館架蔵、「天明三年卯十月　當田方青立不作　内見合附帳　金井沢村（室井家文書、3250）
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四
二
年
間
に
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
一
二
五
カ
所
の
水
田
で

栽
培
さ
れ
た
稲
の
品
種
は
八
種
類
で
あ
り
、
細
葉
と
小
上
石
が

八
六
％
を
占
め
る
。
細
葉
は
、
山
田
の
陽
当
た
り
の
よ
い
居
平
の

真
土
田
に
適
す
る
糯
稲
、
豊
後
は
中
生
早
稲
と
み
ら
れ
る
。

　
「
作
毛
位
付
帳
」
に
は
、
籾
の
容
積
、
総
重
量
、
一
升
当
た
り

の
重
量
、
お
よ
び
株
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
籾
の
総
重
量
は
明

和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
、
一
升
当
た
り
の
重
量
は
安
永
四

（
一
七
七
五
）
年
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
政
期
に

は
総
重
量
の
記
録
を
欠
く
年
が
多
く
、
安
永
四
年
か
ら
寛
政
十
一

年
に
至
る
期
間
の
一
升
当
た
り
の
重
量
は
、
総
重
量
を
容
積
で
除

し
た
数
値
と
異
な
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
籾
の
総
重
量
で

は
な
く
、籾
の
容
積
で
稲
の
作
況
を
評
価
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

寛
政
六
年
に
代
官
に
差
出
し
た
「
書
上
」
の
控
に
記
さ
れ
て
い

る
籾
の
容
積
は
、内
歩
刈
の
記
録
の
六
割
か
ら
八
割
程
度
で
あ
る
。

代
官
が
提
出
さ
れ
た
文
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
籾
の
収

量
は
、
内
歩
刈
の
結
果
よ
り
相
当
少
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

金
井
沢
村
で
は
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
、
籾
の
収
量
が

十
八
世
紀
中
期
以
降
で
最
低
を
記
録
し
た
。
稲
だ
け
で
は
な
く
、

中
下
層
の
主
食
と
な
る
粟
、
稗
、
蕎
麦
、
菜
大
根
の
作
況
ま
で
下

と
判
定
さ
れ
た
。
奥
会
津
地
方
は
、
梅
雨
入
り
か
ら
秋
霖
ま
で
断

続
的
に
続
い
た
長
雨
と
浅
間
山
の
噴
火
に
と
も
な
う
降
灰
が
重
複

し
て
、
異
常
低
温
と
日
照
不
足
に
み
ま
わ
れ
た
た
め
、
遅
延
型
冷

害
と
障
害
型
冷
害
が
重
複
し
た
複
合
型
冷
害
に
分
類
で
き
る
。

　

十
八
世
紀
中
期
以
降
の
籾
の
収
量
を
追
跡
す
る
に
は
、
一
歩
の

面
積
、
枡
の
容
積
、
お
よ
び
稲
の
品
種
の
理
解
に
努
め
る
こ
と
が

最
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
日
本
文
化
史
研
究
、
五
三
号
に
「
作
毛

位
付
帳
」の
享
和
元（
一
八
〇
一
）年
か
ら
天
保
十
一（
一
八
四
〇
）

年
ま
で
、
五
四
号
に
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
か
ら
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
ま
で
の
史
料
を
翻
刻
し
て
検
討
を
続
け
た
い
。

謝
辞　

筆
者
は
、
平
成
三
十
年
三
月
、
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
立
奥

会
津
博
物
館
の
御
厚
情
に
よ
り
、「
作
毛
位
付
帳
」
を
は
じ
め
、
室
井
家

文
書
の
閲
覧
・
写
真
撮
影
を
許
さ
れ
た
。
筆
者
の
怠
慢
の
た
め
、
本
史
料

の
翻
刻
・
紹
介
が
、
今
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
、
改
め
て
ご
厚
情
に
深
謝
し
た
い
。
小
澤
弘
道
先
生
に
は
、
奥
会
津
地

方
の
古
民
家
に
つ
い
て
、懇
切
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
翻
刻
に
あ
た
り
、

東
昇
先
生
、
鈴
木
明
子
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。
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注
（
1
）
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）
年
か
ら
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
ま

で
会
津
藩
預
り
支
配
、
元
禄
元
年
か
ら
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年

ま
で
幕
府
直
支
配
、
宝
永
二
年
か
ら
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
ま

で
預
り
支
配
、
正
徳
三
年
か
ら
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
ま
で
直

支
配
、享
保
七
年
か
ら
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
ま
で
預
り
支
配
、

宝
暦
五
年
か
ら
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
ま
で
直
支
配
、
宝
暦

十
三
年
か
ら
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
ま
で
預
り
支
配
、
天
保
八

年
か
ら
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
ま
で
直
支
配
、
弘
化
四
年
か
ら

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
ま
で
預
り
支
配
で
あ
っ
た
。
文
久
三
年

か
ら
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
ま
で
、
会
津
藩
主
・
松
平
容
保
が

京
都
守
護
職
在
任
中
に
限
り
、
南
山
御
役
知
と
し
て
会
津
藩
支
配

と
な
っ
た
（
奥
会
津
博
物
館
、
二
〇
一
八
：
十
一
～
十
四
頁
）。

（
2
）「
宝
暦
九
年　

御
用
留
帳　

卯
正
月　

忠
右
衛
門
」（
室
井
家
文

書
、
二
六
四
三
）、「
宝
暦
十
年　

金
井
沢
村　

御
用
覚
帳　

辰
正

月
吉
日　

名
主　

忠
右
衛
門
」（
室
井
家
文
書
、二
六
四
三
）　

、「
宝

暦
十
一
年　

御
用
帳　

正
月
吉
日　

名
主　

忠
右
衛
門
」（
室
井

家
文
書
、
二
六
四
四
）、「
宝
暦
十
二
年　

御
用
帳　

二
番　

午
六

月
日
」（
室
井
家
文
書
、
二
六
四
五
）、「
宝
暦
十
三
歳　

御
用
帳

　

未
正
月　

名
主　

忠
衛
門
」（
室
井
家
文
書
、
二
六
四
六
）、「
宝

暦
十
四
甲
申
年
（
改
元　

明
和
元
）　

御
用
留
書
帳　

金
井
沢
村
」

（
室
井
家
文
書
、
二
六
四
七
）、「
明
和
二
年　

酉
歳　

御
用
留　

正
月
吉
日
」（
室
井
家
文
書
、
二
六
四
八
）、「
明
和
三
載　

戌
歳

　

御
用
留　

三
月
吉
日
」（
室
井
家
文
書
、
二
六
四
八
）、
お
よ
び

「
明
和
四
歳　

御
用
留
書
帳　

亥
正
月
日
」（
室
井
家
文
書
、

二
六
四
九
）、
に
あ
る
内
歩
刈
の
記
録
と
「
作
毛
位
付
帳
」
の
作

況
記
録
は
同
文
で
あ
る
。

（
3
）「
明
和
五
歳　

御
用
留
書
帳　

子
正
月
吉
日
」（
室
井
家
文
書
、

二
六
五
〇
）
と
「
明
和
七
歳　

御
用
留
書
帳　

正
月
吉
日
」（
室

井
家
文
書
、
二
六
五
三
）
の
内
歩
刈
の
記
録
と
「
作
毛
位
付
帳
」

の
作
況
記
録
は
同
文
で
あ
る
。「
明
和
六
歳　

御
用
留
書
帳　

丑

正
月
吉
日
」（
室
井
家
文
書
、
二
六
五
二
）
に
は
、
内
歩
刈
の
記

録
は
見
ら
れ
な
い
。

（
4
）
南
山
御
蔵
入
領
で
は
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
か
ら
寛
文
十

年
ま
で
五
年
間
の
定
免
と
な
っ
た
が
、
寛
文
十
一
年
か
ら
再
び
検

見
制
と
な
り
継
続
し
な
か
っ
た
（
三
島
町
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
六
八
：
一
一
九
頁
）。

（
5
）
安
永
四
年
に
歩
刈
が
行
な
わ
れ
た
三
カ
所
に
つ
い
て
、
籾
の
総

重
量
を
容
積
で
除
し
て
も
、一
升
当
た
り
の
重
量
と
一
致
し
な
い
。

籾
の
重
量
と
一
升
当
た
り
の
重
量
と
の
関
係
は
、
引
き
続
き
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
6
）
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
に
は
、内
歩
刈
の
結
果
に
続
い
て
、「
上

田　

壱
升
五
夕
、
反
取　

三
石
壱
斗
五
升
、
此
米　

壱
石
五
斗
七

升
五
合
。
中
田　

壱
升
、
反
取　

三
石
、
此
米　

壱
石
五
斗
。
下

田　

八
合
五
夕
、
反
取　

弐
石
五
斗
五
升
、
此
米　

壱
石
弐
斗
七

升
五
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
上
田
一
歩
か
ら
収
穫
さ
れ
た
籾
が

壱
升
五
夕
、
一
反
当
た
り
の
籾
の
収
量
が
三
石
壱
斗
五
升
、
一
反

当
た
り
の
米
の
収
量
が
壱
石
五
斗
七
升
五
合
と
試
算
さ
れ
て
い
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る
。
上
田
、
中
田
、
下
田
と
も
に
、
籾
の
容
積
の
半
分
が
米
の
容

積
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
五
分
摺
り
で
換
算
さ
れ
て
い
た
。

（
7
）
金
井
沢
村
に
お
け
る
内
歩
刈
の
対
象
と
な
る
水
田
の
選
定
方
法

に
関
す
る
史
料
は
未
見
で
あ
る
が
、
中
部
地
方
の
膨
大
な
坪
刈
帳

の
分
析
に
も
と
づ
く
、佐
藤
常
雄
の
つ
ぎ
の
指
摘
は
卓
見
で
あ
る
。

「
坪
刈
り
は
一
筆
の
水
田
で
も
中
分
の
作
柄
部
分
を
試
刈
し
、
し

か
も
村
内
水
田
の
地
位
別
に
数
筆
以
上
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
お

り
、
一
坪
籾
収
量
は
そ
の
年
に
お
け
る
ム
ラ
（
区
）
の
標
準
稲
作

生
産
量
に
近
似
す
る
数
値
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。…（
中

略
）
…
ム
ラ
（
区
）
を
構
成
す
る
農
民
層
の
間
で
稲
作
技
術
の
階

層
間
格
差
が
著
し
い
よ
う
な
生
産
力
段
階
で
は
、
少
な
く
と
も
一

坪
籾
収
量
の
計
測
と
い
っ
た
方
法
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
の
で

あ
り
、
村
内
に
お
い
て
稲
作
技
術
の
平
準
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
の
証
左
で
あ
る
」（
佐
藤
、
一
九
八
七
：
二
六
五
頁
）。

（
8
）「
作
毛
位
付
帳
」
の
表
紙
裏
に
は
、「
明
治
ニ
ナ
リ
テ
概
ネ
左
ノ

如
シ
。
…
（
略
）
…
上
田
、
字
石
田
、
旧
街
道
端
、
星
久
吾
。
中

田
、
字
沢
田
、
馬
場
前
、
星
春
吉
。
下
田
、
字
砂
田
、
一
里
塚
上
、

室
井
吉
松
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
・
大
正
期
の
金
井
沢
村
で

は
、
上
田
、
中
田
、
下
田
か
ら
一
カ
所
ず
つ
で
歩
刈
が
行
わ
れ
、

田
主
と
水
田
が
固
定
化
さ
れ
た
。毎
年
の
作
況
記
録
の
末
尾
に
は
、

区
長
、
当
役
、
人
足
な
ど
の
役
職
名
と
姓
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
明
治
期
以
降
も
、
歩
刈
を
実
施
す
る
主
体
は
金
井
沢

村
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

（
9
）
天
明
三
年
に
続
き
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
も
凶
作
と
な
っ

た
た
め
、
村
が
破
免
検
見
を
願
い
出
て
、
見
分
役
人
の
下
に
検
見

坪
刈
が
行
わ
れ
た
。
検
見
坪
刈
の
結
果
を
次
に
示
す
。

史
料
二　
「
天
明
六
午
年
十
月　

破
免
御
検
見
御
坪
刈
帳　

陸
奥
国

会
津
郡
金
井
沢
村
」（
室
井
家
文
書
、
三
二
六
一
）　

天
明
六
午
年
十
月　

破
免
御
検
見
御
坪
刈
帳

　
　

陸
奥
国
会
津
郡
金
井
沢
村
』（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　

金
井
沢
村

字
ま
た
下　
　
　
　

九
十
四
番　

地
主

一
、
下
田　

八
畝
歩　
　
　
　
　
　
　

孫
右
衛
門

　
　

御
改　

四
合
八
夕　

下
見　

弐
合
五
夕

　
　
　

但　
　

稲
名　

赤
早
稲　

九
十
株

字
堰
下　
　
　
　
　

百
拾
五
番　

地
主

一
、
中
田　

三
畝
歩　
　
　
　
　
　

磯
右
衛
門

　
　

御
改　

弐
合　
　
　

下
見　

壱
合

　
　
　

但　
　

稲
名　

細
葉　
　

九
十
株

右
者
当
年
ゟ
戌
迠
五

ケ
年
定
免
之
内
、
当
田
方
青
立
不
作

ニ
付
、

破
免
御
検
見
入
奉
願
、
田
毎
明
細
御
案
内
仕
、
御
見
分
之
上
私

共
田
主
立
會
、
坪
刈
被
仰
付
候
処
、
合
毛
書
面
之
通
相
違
無
御

座
候
。
依
而
連
印
奉
差
上
候
。
以
上
。

陸
奥
国
會
津
郡
金
井
沢
村  　

天
明
六
午
年
十
月　
　
　
　
　
　

名
主　
　

忠
右
衛
門　

㊞

組
頭　
　

彦
四
郎　
　

㊞  　

　々
　

善
右
衛
門　

㊞  　
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百
姓
代　

七
兵
衛
』 　
　
　
　

田
主　
　

孫
右
衛
門　

㊞  　

　々
　

磯
右
衛
門　

㊞
』 　

　
　

 
史
料
二
に
は
、
下
田
の
御
改
が
四
合
八
夕
、
下
見
が
二
合
五
夕
、

中
田
の
御
改
が
二
合
、
下
見
が
一
合
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

検
見
坪
刈
の
約
一
カ
月
前
に
行
わ
れ
た
内
歩
刈
の
結
果
は
、
一
升

三
合
と
五
合
五
夕
と
「
作
毛
位
付
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
検

見
坪
刈
と
内
歩
刈
の
対
象
と
な
っ
た
水
田
の
小
地
名
と
田
主
が
異

な
る
た
め
、
収
量
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
内
歩

刈
の
結
果
が
検
見
坪
刈
の
結
果
よ
り
も
相
当
多
い
。
い
ず
れ
の
収

量
を
金
井
沢
村
に
お
け
る
中
位
の
作
況
と
み
る
べ
き
か
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

参
考
文
献

・ 

伊
南
村
史
編
さ
ん
室
（
二
〇
一
一
）『
伊
南
村
史　

第
一
巻　

通
史

編
』
南
会
津
町
。

・
奥
会
津
博
物
館
編
（
二
〇
一
八
）『
平
成
30
年
度　

奥
会
津
博
物
館

企
画
展
報
告
書　

奥
会
津
の
豪
商　

細
井
家
の
３
０
０
年　

～
歴

代
当
主
10
人
の
生
き
方
と
事
績
を
た
ど
る
～
』
南
会
津
町
教
育
委

員
会
。

・
川
口　

洋
（
二
〇
二
〇
）「
明
治
二
十
年
と
『
南
會
津
郡　

民
度
区

域
取
調
』
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料
」
帝
塚
山
大
学
文
学
部
紀

要
、
第
四
一
号
、
一
三-

四
八
頁
。

・
川
口　

洋
（
近
刊
）「
天
明
期
の
冷
害
に
伴
う
人
口
変
動
」
井
上
孝
・

和
田
光
平
編
著
『
自
然
災
害
と
人
口
』
原
書
房
。

・
建
築
史
草
野
研
究
室
編
（
二
〇
〇
六
）『
南
会
津
町
指
定
（
旧
田
島

町
指
定
）旧
山
王
茶
屋
主
屋
調
査
お
よ
び
移
築
保
存
工
事
報
告
書
』

福
島
県
南
会
津
町
教
育
委
員
会
。

・
財
団
法
人
文
化
財
建
築
物
保
存
技
術
協
会
編
（
一
九
七
四
）『
重
要

文
化
財　

五
十
嵐
家
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
』
只
見
町
。

・
財
団
法
人
文
化
財
建
築
物
保
存
技
術
協
会
（
一
九
九
七
）『
重
要
文

化
財
旧
五
十
嵐
家
住
宅
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
会
津
坂
下
町
。

・ 

佐
藤
常
雄（
一
九
八
七
）『
日
本
稲
作
の
展
開
と
構
造
』吉
川
弘
文
館
。

・ 

田
島
町
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
八
六
）『
田
島
町
史　

第
六
巻
（
上
）』

　

 

歴
史
春
秋
社

・
田
島
町
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
八
八
）『
田
島
町
史　

第
二
巻
』
歴

史
春
秋
社
。

・
福
島
縣
南
會
津
郡
役
所
（
一
九
一
四
）『
南
會
津
郡
誌
』
明
文
堂
。

・
三
島
町
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
六
八
）『
三
島
町
史
』
三
島
町
史
出

版
委
員
会
。

・
南
会
津
町
教
育
委
員
会
（
二
〇
一
〇
）『
奥
会
津
博
物
館
収
蔵
資
料

目
録　

第
1
集　

室
井
哲
之
輔
家
寄
贈
文
書
』。

・
森　

嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
（
一
九
七
〇
）『
日
本
庶
民
生
活
史
料

集
成
第
七
巻
』
三
一
書
房
。

・
山
田
龍
雄
・
飯
沼
二
郎
・
岡　

光
夫
編
（
一
九
八
二
）『
日
本
農
書

全
集
19　

会
津
農
書　

会
津
農
書
附
録
』
農
山
魚
村
文
化
協
会
。
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陸
奥
国
會
津
郡
金
井
沢
村
、
室
井
家
文
書
「
作
毛
位
付
帳
」（
宝

暦
九
年
か
ら
寛
政
十
二
年
ま
で
）　
翻
刻

凡
例

・
原
文
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
、
仮
名

は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、常
用
漢
字
以
外
の
文
字
、

「
江
」、「
ゑ
」、「
而
」、「
者
」、「
ゟ
」、「
〆
」
は
、
原
文
ど
お

り
に
し
た
。

・
丁
替
え
は
、「
』」
で
示
し
た
。

・
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
を
付
し
た
。

翻
刻

　
　
　

八
月
九
日　

彼
岸
明
キ
翌
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
十
二　

申
年
内
歩
刈　
　
　

加
兵
治
所

百
弐
拾
弐
株　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
大
こ
く　

壱
升
六
合
五
夕　

加
右
衛
門

　
　

惣
匁
方　

四
百
三
拾
五
匁　
（
一
升　

二
百
六
十
四
匁
）

八
十
七
か
ふ　
　
　
　
　
　
　

は
ん
は
下

一
、
細
は　
　

壱
升
六
合
五
夕　

利
右
衛
門

　
　

惣
目
方　

四
百
三
拾
五
匁　
（
一
升　

二
百
六
十
四
匁
）

百
四
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

清
六
田

一
、
小
上
石　

壱
升
四
合
五
夕　

助
右
衛
門

　
　

惣
目
方　

四
百
三
拾
五
匁
（
一
升　

三
百
匁
）

〆平
均　

田
方　

中
ノ
上

　
　
　

畑
方　

中

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

上

大
豆　
　

下　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

上

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

中

菜
大
根　

中
』

　
　
　

未
年
八
月
廿
七
日　

彼
岸
明
ノ
日

寛
政
十
一　

内
歩
刈　
　

彦
右
衛
門
所

百
三
拾　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合
五
夕　

加
右
衛
門

　
　

目
方　
　

四
百
廿
七
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁
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百
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ん
ば
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合
五
夕　

利
右
衛
門　

　
　

目
方　
　

四
百
廿
七
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁

六
十
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
六
田

一
、
細
は　
　

壱
升
四
合　
　
　

助
右
衛
門

　
　

目
方　
　

三
百
七
十
弐
匁

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

　
　

平
均　

田
方

　
　
　
　
　

畑
方

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

下

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

中　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

上

菜
大
根　

上
』

歩
刈
帳　
　

金
井
沢
村

午
八
月
（
寛
政
十
年
な
り
）』

　

覚

柿
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
主

一
、
上
田　
　

壱
升
壱
合　
　

加
右
衛
門　

㊞

　
　
　
　

但　

稲
草　

細
葉

　
　
　
　
　
　

稲
株　

百
十
一

窪
田　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
主

一
、
中
田　
　

壱
升　
　
　
　

彦
蔵　
　

㊞

　
　
　
　

但　

稲
草　

大
こ
く

　
　
　
　
　
　

稲
株　

八
十
六

段
ノ
上　
　
　
　
　
　
　
　

田
主

一
、
下
田　
　

八
合　
　
　
　

佐
太
郎　

㊞

　
　
　
　

但　

稲
草　

細
葉　

　
　
　
　
　
　

稲
株　

百
廿
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
箋
）

　
　
　

別
紙　
　
　
　

本
紙　
　
　

比
較　

升　
　
　

報
告
ト

上　

一
升
六
五　
　

一
升
一　
　
　

減　

〇
．
五
五　

實
際
ノ

中　

一
．
七
〇　
　

一
．
〇　
　
　
　
　

〇
．
七
〇　
　

比
較

下　

〇
．
九
三　
　

〇
．
八　
　
　
　
　

〇
．
一
三　

追
貼　

右
者
當
村
役
人
内
見
分
仕
、
田
主
立
添
歩
刈
仕
候
。
合
毛
書
面
之

通
相
違
無
御
座
候
。
以
上
。』
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金
井
沢
村
名
主　
　

助
右
衛
門　

㊞

午
八
月　
　
　

同
村
組
頭　
　
　

新
右
衛
門　

㊞

　
　
　
　
　
　

同
村
百
姓
代　
　

治
右
衛
門　

㊞
』

　
　
　

午
八
月
十
七
日　

彼
岸
明
ノ
日

寛
政
十　
　

内
歩
刈　
　

新
右
衛
門

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
六
合
五
夕　
　

加
右
衛
門

百
十
一
か
ふ　
　
　

壱
升　

弐
百
九
十
五
匁

段
ノ
上

一
、
大
こ
く　
　

壱
升
七
合　
　
　

彦
蔵　

八
十
六　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
六
十
五
匁

同
所

一
、
細
葉　
　
　
　
　

九
合
三
夕　

佐
多
郎　
　

百
廿
九

　
　

平
均　

田
方　

中

　
　
　
　
　

畑
方　

下

た
ば
こ　

下　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

下

菜
大
根　

下
』

　
　
　

巳
八
月
三
日　

彼
岸
三
日
目

寛
政
九　
　

内
歩
刈　
　
　
　
　

彦
蔵

百
十
八
か
ふ　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
七
合　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升

ニ
付　

 

弐
百
八
十
匁

百
廿
八　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
場
下

一
、
同　
　
　

壱
升
五
合　
　
　

利
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升　
　
　

弐
百
八
十
匁

百
十
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
同　
　
　

壱
升　
　
　
　
　

佐
多
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升　
　
　

弐
百
九
十
匁

〆
　
　

平
均　

田
方　

　
　
　
　
　

畑
方　

た
ば
こ　

上　
　
　

麻　
　

上
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大
豆　
　

下　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

中

菜
大
根　

上
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
岸
入
口
八
月
十
八
日
之
所

　
　
　

辰
年
九
月
朔
日　

何
角
差
障
在
之
延
月

ニ
成
候

寛
政
八　
　

内
歩
刈　
　

磯
右
衛
門
所

百
十
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
七
合
五
夕　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升

ニ
付  

弐
百
八
十
匁

百
十
七　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
下
モ

一
、
同　
　
　

壱
升
五
合　
　
　

佐
多　

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

百　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
原

一
、
同　
　
　
　
　

九
合　
　
　

勘
左
衛
門　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

〆
　
　

平
均　

田
方　

　
　
　
　
　

畑
方　

た
ば
こ　

下　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

下　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

下

菜
大
根　

下
』

百
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
場
ノ
上

一
、
大
こ
く　

壱
升
九
合
五
夕　

佐
多

　
　
　
　
　
　
　
　

一
升

ニ
付  

弐
百
六
十
匁

百
廿
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
タ
む
ら
向

一
、
細
葉　
　
　
　

壱
升
八
合　
　
　

市
郎
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
八
十
匁
』

寛
政
七
卯
年　

　

内
歩
刈　
　

彼
岸
明
キ
日

八
月
十
四
日

百
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
目
黒　
　

壱
升
三
合　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　

目
方　

壱
升

ニ
付　

 

弐
百
八
拾
匁
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百
拾
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
場
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合
五
夕　

利
右
衛
門　

　
　
　
　

目
方　

壱
升　
　
　

弐
百
八
拾
匁

百
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
細
は　
　

壱
升
壱
合
五
夕　

宇
平
治　
　

　
　
　
　

目
方　

壱
升　
　
　

弐
百
八
十
匁

〆
　
　

平
均　

田
方　

中

　
　
　
　
　

畑
方　

中

た
ば
こ　

中　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

下

稗　
　
　

下　
　
　

い
も　

上
』

菜
大
根　

中

百
十
弐　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
本
名　
　
　

壱
升
五
合　
　

四
十
刈

　
　
　
　

目
方　
　

壱
升　
　

弐
百
八
十
匁

百
廿
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
は　
　
　

弐
升
弐
合　
　
　

市
郎
右
衛
門　

　
　
　
　

目
方　
　

壱
升　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

〆　

五
百
八
十
五
匁
』

寛
政
六
寅
年　

　

内
歩
刈　
　

彼
岸
前
四
日

八
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

惣
吉
所

百
六
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　

目
方　

四
百
五
拾
匁

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

百
廿
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
同　
　
　

壱
升
四
合　
　
　

佐
太
郎　

　
　
　
　

目
方　

四
百
廿
匁

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

百　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
場
下

一
、
同　
　
　

壱
升
弐
合
五
夕　

利
右
衛
門　
　

　
　
　
　

目
方　

三
百
九
拾
匁

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
拾
匁

〆
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平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
下

た
ば
こ　

中　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

下　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

下

菜
大
根　

中
』

百
十
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　
　

壱
升
八
合　
　

市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
四
拾
匁

　
　

八
月
廿
四
日

御
代
官
様
御
廻
村
九
月
十
七
日
田
嶋
御
出
起
、
高
野
村
御
休

ニ
組

中
三
役
ゟ
仰
渡
有
之
候

ニ
付
、
位
付
帳
組
中
合
帳

ニ
而

差
上
申
候
。

　

金
井
沢
村

書
上

　

田
作
平
均
上

歩
刈　

上　

壱
升
弐
合

　
　
　

中　
　
　

九
合

　
　
　

下　
　
　

八
合

　

畑
作
平
均
中
ノ
下

〆右
之
通
書
上
申
候
。』

寛
政
五
丑
年　

彼
岸
入
六
日
目

　

内
歩
刈　
　

八
月
廿
一
日　

朝
小
雨　
　
　

丹
右
衛
門
所　
　

百
五
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
は　
　

壱
升
八
合
五
夕　

加
右
衛
門

　
　
　
　

目
方　

五
百
弐
拾
五
匁

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

百
弐
十
五　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
同　
　
　

壱
升
弐
合　
　
　

佐
太
郎　

　
　
　
　

目
方　

三
百
三
十
六
匁

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

〆　

書
上　

田
方　

上　

壱
升

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

八
合

　
　
　
　
　
　
　
　

下　

五
合
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平
均　

田
方　

中
ノ
下

　
　
　
　
　

畑
方　

中

た
ば
こ　

中　
　
　

麻　
　

下

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

蕎
麦　
　

中　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

上

菜
大
根　

中
』

〆丑　

八
月
廿
一
日

百
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
は　
　
　

弐
升
五
夕　
　

市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
八
十
匁

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁
』

寛
政
四
年　
　
　
　
　
　

彼
岸
入
ノ
日

　

子
内
歩
刈　
　
　
　
　
　

孫
右
衛
門
所

百
十
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
は　
　

壱
升
七
合
五
夕　

加
右
衛
門

　
　
　
　

目
方　

五
百
弐
拾
五
匁　

壱
升　

三
百
匁

九
拾
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
同　
　
　

壱
升
四
合　
　
　

佐
太
郎　

　
　
　
　

目
方　

四
百
拾
匁　
　
　

壱
升　

三
百
匁

百
十
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
タ
村
向

一
、
同　
　
　

弐
升
五
夕　
　
　

市
郎
右
衛
門　

　

目
方　

五
百
七
十
四
匁　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

〆
　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

た
ば
こ　

中　
　
　

麻　
　

下

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

中　
　
　

粟　
　

上

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

下
』

菜
大
根　

中

〆子　

八
月
四
日
』

寛
政
三
亥
年　
　
　
　
　
　

　
　

内
歩
刈　
　
　
　
　



― 189 ―

八
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

弥
平
治
所

百
壱
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
六
合　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

壱
升
目　

弐
百
六
十
五
匁　

皆
掛　

四
百
三
十
匁

百
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
道
端

一
、
細
葉　
　

壱
升
三
合　
　
　

利
右
衛
門　

　
　
　
　
　

壱
升
目　

三
百
匁　
　
　
　

皆
掛　

四
百
匁

百
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
細
葉　
　
　
　

壱
升
壱
合　

佐
太
郎　

　
　
　
　
　

壱
升
目　

三
百
匁　
　
　
　

皆
掛　

三
百
四
拾
匁

〆百
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
タ
村
向
百
苅

一
、
細
葉　
　
　
　

弐
升　
　
　

市
郎
右
衛
門　

　
　
　
　
　

壱
升
目　

弐
百
八
十
匁　
　

皆
掛　

五
百
六
十
匁

〆
　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
』

た
ば
こ　

上　
　
　

麻　
　

上

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

下

稗　
　
　

下　
　
　

い
も　

中

菜
大
根　

中

〆亥　

八
月
廿
五
日
』

　
　
　
　
　
　

彼
岸
入
ノ
日

寛
政
二
戌
年　

内
歩
刈　
　
　
　
　

八
月
十
二
日　
　

帯
沢　

抄
右
衛
門
所

柿
下　
　
　

九
拾
四　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁　

番
場
ノ
下　

百
拾
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　

壱
升
四
合　
　
　

利
右
衛
門　

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁

段
ノ
上　
　

百
壱

一
、
同　
　
　
　
　

九
合　
　
　

佐
太
郎　

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁

〆　

平
均　

田
方　

上
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畑
方　

中

た
ば
こ　

下　
　
　

麻　
　

上

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

中　
　
　

粟　
　

上

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

下

菜
大
根　

中

〆
』

戌　

八
月
十
二
日
』

寛
政
元
酉
年　
　
　
　
　

徳
兵
衛
所

　
　

内
歩
刈　

八
月
八
日　
　

　
　
　
　
　
　
　

彼
岸
明
キ
ノ
日

柿
下　
　

百　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁　

段
ノ
下　

百
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　

壱
升
六
合　
　
　

庄
蔵　

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁

野
添　
　

百
十
一

一
、
同　
　
　
　
　

九
合　
　
　

忠
右
衛
門　

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁

〆　
　
　

平
均　

田
方　

中

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
上

多
葉
粉　

下　
　
　

麻　
　

上

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

中
』

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

上

菜
大
根　

上

〆酉　

八
月
八
日
』

八
月
廿
三
日　
　
　

彼
岸
中
日

天
明
八
申
年　
　

内
歩
刈　
　

幸
右
衛
門
所

柿
下　
　

百　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

弐
升　
　
　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
九
十
匁　
　

皆
掛　

五
百
八
十
匁

廣
面　
　

百
拾
八　
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一
、
細
葉　
　

壱
升
六
合　
　
　
　
　

半
右
衛
門　

　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁　
　
　
　

皆
掛　

四
百
八
拾
匁

堰
下　
　

百
十
二

一
、
細
葉　
　

壱
升
壱
合
七
夕
五
才　

佐
兵
衛　

　
　
　

目
方
壱
升　

弐
百
九
十
五
匁　

皆
掛　

三
百
四
拾
五
匁

〆　
　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
上

多
葉
粉　

上　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

中　
　
　

粟　
　

下
』

稗　
　
　

上　
　
　

い
も　

中

菜
大
根　

中

〆
』

八
月
九
日　
　
　
　

彼
岸
入
リ
日

天
明
七
未
年　

内
歩
苅　
　
　

平
七
所

柿
下　
　

百
四
か
ふ　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
八
合　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
四
匁　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

大
道
端　

九
拾
五
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
赤
わ
せ　

壱
升
五
合　
　
　
　
　

宇
右
衛
門　

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
五
拾
匁　
　

壱
升　

三
百
匁

廣
面　
　

百
五
か
ふ

一
、
小
上
石　

壱
升
弐
合　
　
　
　
　

半
右
衛
門　

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
六
拾
匁　
　

壱
升　

三
百
匁

〆　
　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
上

た
は
こ　

上　
　
　

麻　
　

上

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

中

稗　
　
　

中　
　
　

い
も　

中
』

菜
大
根　

下

〆
』

九
月
九
日　

彼
岸
明
五
ケ
日
日

天
明
六
午　

内
歩
刈　
　
　
　
　
　

彦
四
郎
所

ニ
而
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柿
下　
　

八
十
八
か
ぶ　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
三
合　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
匁　
　
　

壱
升　

弐
百
三
十
匁

中
沢
向
甚
助
田　

八
十
八
か
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

五
合
五
夕　
　
　

宇
右
衛
門　

　
　
　
　
　

目
方　

百
三
十
匁　
　

壱
升　

弐
百
三
十
匁

〆　
　
　
　
　
　

畑
方　

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

下　
　
　

粟　
　

下

稗　
　
　

下　
　
　

い
も　

中

菜
大
根　

中

〆
』

天
明
五
巳
年　
　
　

下
組　

孫
左
衛
門
所

ニ
而

　
　

八
月
廿
三
日　

内
歩
刈　
　
　

彼
岸
明
キ
ノ
日

九
拾
二
か
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

皆
掛　

四
百
五
匁　
　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁

百
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
道
端　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
三
合　
　
　
　
　

治
右
衛
門　

　
　
　
　
　

皆
掛　

三
百
七
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

百
四
十
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
原
ノ
後

一
、
津
軽　
　

壱
升
壱
合　
　
　
　
　

佐
助

　
　
　
　
　

皆
掛　

三
百
四
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

百
九　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堰
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

弐
升　
　
　
　
　
　
　

孫
左
衛
門　

　
　
　
　
　

皆
掛　

五
百
四
拾
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
拾
匁

〆　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
均　

田
方　

上
ノ
下

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
下

た
は
こ　

下　
　
　

麻　
　

下
々

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

中
』
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そ
ば　
　

上　
　
　

い
も　

下

粟　
　
　

上　
　
　

稗　
　

上

菜
大
根　

中

〆八
月
廿
三
日
』

天
明
四
辰
年　
　
　

上
組　

善
兵
衛
所

ニ
而

　
　

八
月
五
日　
　

彼
岸
入
口　
　

雨
天

九
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合
五
夕　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
廿
匁　
　

柿
下

　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁

九
十
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
四
合　
　
　
　
　
　

仁
右
衛
門　

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
九
拾
五
匁　

段
ノ
下

　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

百
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上
石　
　

壱
升
弐
合
八
夕　
　
　

半
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
八
十
五
匁　

廣
面

　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

百
弐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
赤
わ
せ　
　

壱
升
六
合　
　
　
　
　

丹
右
衛
門　

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
十
六
匁　
　

石
田

　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
六
十
匁

〆　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
下

百
三
十
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

弐
升　
　
　
　
　
　
　
　

市
郎
右
衛
門　

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
四
十
匁　
　

下
タ
村
前

　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁
』

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

上

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

下　
　
　

い
も　

下
々

粟　
　
　

中　
　
　

稗　
　

上

菜
大
根　

下
々

〆八
月
五
日
』
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百
三
十
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　
　
　

金
井
沢
入　
　

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
廿
匁　
　

　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁

八
月
十
一
日
彼
岸
明
キ
日
』

天
明
三
卯
年　
　
　

　
　

歩
刈

稲
草

　
　

津
が
る

　
　

小
上
石

　
　

細
葉

　
　

こ
ふ
う
づ

　
　

善
光
寺
も
ち

田
方
青
作

ニ
而

当
時
歩
刈
可
仕
躰

ニ
無
御
座
候
。

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　
　

下

大
豆　
　

上

小
豆　
　

中

蕎
麦　
　

下　
　
　

い
も　
　

中

粟　
　
　

下　

稗　
　
　

下

菜
大
根　

下

卯
九
月
（
他
之
書
上
帳
よ
り
写
す
）』

八
月
廿
四
日　
　
　

彼
岸
明
キ
四
日
目

天
明
二
寅
年　
　
　
　
　
　
　

久
右
衛
門

ニ
而

　
　
　
　

歩
刈　
　

百
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
九
合　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
拾
匁　
　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
拾
匁

百
廿
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
沢
ノ
前

一
、
小
上
石　

壱
升
三
合　
　
　
　
　

文
七

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
九
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁
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〆　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
均　

田
方　

中

　
　
　
　
　

畑
方　

上

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

蕎
麦　
　

中　
　
　

い
も　

中

粟　
　
　

中　
　
　

稗　
　

中

菜
大
根　

上

〆寅
八
月
廿
四
日
』

　
　
　

天
明
元
丑　

内
歩
刈　
　
　
　

治
右
衛
門
所

八
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

彼
岸
明
キ
三
日
目　

百
拾
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
下

一
、
細
葉　
　

弐
升
壱
合　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
六
拾
五
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
六
十
五
匁

百
廿
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
田

一
、
小
上
石　

壱
升
六
合
五
夕　
　
　

徳
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
匁　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

下
地
上　

百
十
八　
　
　
　
　
　
　

同
所

一
、
細
ば　
　

弐
升
七
合
五
夕　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

目
方　

七
百
三
拾
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
六
十
五
匁

〆　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

下

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

中　
　
　

い
も　

中

粟　
　
　

上　
　
　

稗　
　

中

菜
大
根　

上

〆丑
八
月
十
一
日
』

安
永
九
子　

内
歩
刈　
　
　
　
　

仁
兵
衛
所

八
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

彼
岸
中
目　
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百
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
田

一
、
細
葉　
　

壱
升
七
合　
　
　
　
　

宇
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
六
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁

百
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下

一
、
小
上
石　

壱
升
三
合　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
九
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

〆　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
均　

田
方　

中

　
　
　
　
　

畑
方　

下

た
は
粉　

下　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

下　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

下　
　
　

い
も　

下

粟　
　
　

中　
　
　

稗　
　

中

菜
大
根　

下

〆
』

朝
雨
四
ツ
頃
ゟ
天
気
吉　
　
　
　

義
左
衛
門
所　

安
永
八
亥　

内
歩
刈　
　
　
　

八
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

彼
岸
入
口　

百
三
十
八　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
田

一
、
細
葉　
　

弐
升
一
合　
　
　
　
　

利
兵
衛

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
七
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁

九
十
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
ノ
前

一
、
小
上
石　

壱
升
六
合
五
夕　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
九
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

　
　

平
均　

田
方　

上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
ノ
上

た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

中　
　
　

小
豆　

中

蕎
麦　
　

中　
　
　

い
も　

中

粟　
　
　

上　
　
　

稗　
　

上

菜
大
根　

下
』

　
　
　
　
　

彼
岸
明
キ
八
日
目　
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安
永
七
戌　

八
月
十
四
日

　
　
　
　
　

内
歩
刈　
　
　
　

傳
八
所　

百
十
五

一
、
細
葉　
　

壱
升
八
合
五
夕　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
匁　
　
　
　
　

段
ノ
下

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
六
十
五
匁

百
四
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上
石　

壱
升
五
合　
　
　
　
　

徳
兵
衛

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
五
十
匁　
　
　

中
沢
ノ
前

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

〆た
は
粉　

中　
　
　

麻　
　

下

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

蕎
麦　
　

中　
　
　

い
も　

上

粟　
　
　

下　
　
　

稗　
　

下

菜
大
根　

中

〆
　
　
　

田
方
平
均　

中
ノ
上

　
　
　
　
　

畑
方　

中
』

加
右
衛
門
所　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
六
酉　

八
月
十
九
日

　
　
　
　
　

彼
岸
入
ノ
日

　
　
　
　
　
　

内
歩
刈　
　
　
　
　

百
四

一
、
細
は　
　

壱
升
八
合　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
九
十
匁　

柿
下

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁

九
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
七
合　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
八
拾
匁　

段
ノ
下

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
八
拾
匁

百
三
十
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上
石　

壱
升
三
合
六
夕　
　
　

佐
兵
衛

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
拾
匁　
　

段
ノ
上

　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
匁

〆た
葉
こ　

中
ノ
下　

麻　
　

中



― 198 ―

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

下

蕎
麦　
　

上　
　
　

い
も　

中

粟　
　
　

中　
　
　

稗　
　

中

菜
大
根　

中

　
　
　

田
方
平
均　

中
ノ
上

　
　
　

畑
方
　々
　

中
』

八
月
十
日　

彼
岸
中
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
五
申　
　

歩
刈　

半
左
衛
門
所　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
七
合　
　
　
　
　

加
右
衛
門

　
　
　
　
　

目
方　

四
百
五
十
匁　

柿
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
九
合　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　

目
方　

五
百
五
匁　
　

段
ノ
下

　
　
　
　
　
　

壱
升
目　

弐
百
六
十
五
匁

百
十
か
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上
石　

壱
升
四
合　
　
　
　
　

佐
兵
衛

　
　
　
　
　

目
方　

三
百
九
十
匁　

段
ノ
上

　
　
　
　
　
　

壱
升　
　

弐
百
八
拾
匁
己
り

〆

た
は
こ　

上　
　
　

麻　
　

中

大
豆　
　

上　
　
　

小
豆　

上

粟　
　
　

下　
　
　

稗　
　

中

蕎
麦　
　

下　
　
　

い
も　

中

菜
大
根　

中

〆
　
　
　

田
方　

中
ノ
上

　
　
　

畑
方　

上
』

彼
岸
入
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
四　

未
八
月
廿
六
日　

歩
刈　

百
廿
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
ノ
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
八
合　
　
　
　
　

喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

五
百
廿
匁　

四
五　

八
合　
　
　
　
　

壱
升　

弐
百
七
十
匁

百
十
八　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
下

一
、
細
葉　
　

壱
升
五
合　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　
　
　

四
百
六
十
匁

四
五　

六
合
八
夕　
　
　

壱
升　

弐
百
八
十
匁　
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百
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ノ
上

一
、
小
上
石　

壱
升
壱
合　
　
　
　
　

佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　

三
百
五
十
匁　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升　

三
百
十
五
匁

五
五　

米
〆
六
合

〆た
は
こ　

中　
　
　

麻　
　

上　
　
　

大
豆　
　

中　

小
豆　
　

下　
　
　

稗　
　

中　
　
　

蕎
麦　
　

下　
　
　

菜
大
根　

中　
　
　

い
も　
　
　
　
　

粟　
　
　

中

　
　
　

畑
方　
　
　

中

　
　
　

田
方　
　
　

中
』

八
月
四
日　

彼
岸
入
リ
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
二
巳　

内
歩
刈　
　

喜
左
衛
門
所

百
十
二　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
八
合　
　
　
　
　
　
　

忠
右
衛
門

　
　

五
百
五
匁　
　
（
一
升　

二
百
八
十
一
匁
）　

柿
下

百
三
十
六　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上
石　

壱
升
六
合
五
夕　
　
　
　
　

宇
右
衛
門

　
　

五
百
拾
五
匁　
（
一
升　

三
百
十
二
匁
）　　

砂
田　
　

〆た
は
こ　
　

中
ノ
下　
　
　

麻　
　
　

中
ノ
下

大
豆　
　
　

中　
　
　
　
　

小
豆　
　

中

粟　
　
　
　

上　
　
　
　
　

稗　
　
　

中

蕎
麦　
　
　

下　
　
　
　
　

菜
大
根　

中　

い
も　
　
　

下　
　
　

〆
　

安
永
三
年　

午
九
月
五
日　

彼
岸
明
キ
十
三
日
目　

紀
平
次

ニ
而

百
十
八　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　

壱
升
七
合　
　
　
　
　
　

柿
下

　
　

目　

五
百
匁　
　
　
（
一
升　

二
百
九
十
四
匁
）　

百
廿
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
沢
前

一
、
小
上
石　

壱
升
五
合　
　
　
　
　
　
　

半
右
衛
門

　
　

目　

四
百
七
十
匁　
（
一
升　

三
百
十
三
匁
）　　
　

〆た
は
こ　
　

下　
　
　

麻　
　

中　
　
　

大
豆
、
小
豆　
　

上　

粟　
　
　
　

下　
　
　

稗　
　

下　
　
　

蕎
麦　
　

中
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菜
大
根　
　

上　
　
　

い
も　

中
』　　
　

安
永
元　

辰
内
歩
刈　

忠
右
衛
門
所

　

九
月
拾
日　
　

彼
岸
明
キ
二
日
目

百
十
二　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
は　
　
　

壱
升
八
合　
　
　
　
　
　

柿
下

　
　
　
　

五
百
五
十
八
匁　
（
一
升　

三
百
十
匁
）　

百
三
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上
こ
く　

壱
升
四
合
五
夕　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　

四
百
六
十
八
匁　
（
一
升　

三
百
二
十
三
匁
）　　
　

〆た
は
こ　
　

中
ノ
上　
　

麻　
　
　

中　
　
　

大
豆　
　

上

小
豆　
　
　

中　
　
　
　

粟　
　
　

中　
　
　

稗　
　
　

中

蕎
麦　
　
　

下　
　
　
　

菜
大
根　

中　
　

い
も　
　
　

上

〆　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
右
衛
門
所

明
和
八　

卯
年
八
月
十
二
日　

彼
岸
入
ル
日

百
三
十
壱　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
は　
　
　

壱
升
九
合
五
夕　
　
　
　
　
　

 

柿
下

　
　
　
　

六
百
三
十
匁　
　
（
一
升　

三
百
二
十
三
匁
）　

百
廿
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
兵
衛

一
、
小
上　
　
　

壱
升
六
合　
　
　
　
　
　
　
　

同
所

　
　
　
　

五
百
六
十
弐
匁　
（
一
升　

三
百
五
十
一
匁
）　　
　

〆た
は
こ　
　
　

下　
　
　
　

麻　
　
　

中
ノ
下　
　

大
豆　
　
　
　

下
　々
　
　

小
豆　
　

下　
　

粟　
　
　
　
　

上　
　
　
　

稗　
　
　

中

そ
は　
　
　
　

中　
　
　
　

菜
大
根　

中　
　

い
も　
　
　
　

下

〆
』

明
和
七　

寅
歩
刈

窪
田　
　

百
四
拾
七
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　
　

一
升
九
合　
　
　
　
　
　
　

彦
蔵

　
　
　
　

五
百
廿
匁　
　
　
（
一
升　

二
百
七
十
四
匁
）　

石
田　
　

百
五　
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一
、
小
上　
　
　

一
升
三
合
半　
　
　
　
　
　

熊
蔵

　
　
　
　

四
百
十
匁　
　
　
（
一
升　

三
百
四
匁
）

五
十
刈　

百
三
十
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
小
上　
　
　

一
升
八
合　
　
　
　
　
　
　

市
郎
右
衛
門

　
　
　
　

五
百
四
十
匁　
　
（
一
升　

三
百
匁
）　　
　

〆た
は
こ　
　
　

下　
　
　
　

麻　
　
　

上　
　

大
豆　
　
　
　

中　
　
　
　

小
豆　
　

下
　々
　

粟　
　
　
　
　

上　
　
　
　

稗　
　
　

中

菜
大
根　
　
　

中　
　
　
　

蕎
麦　
　

中　
　
　
　

い
も　
　
　
　

下
々

寅
八
月
拾
日　

上
組　

組
頭
』

明
和
六　

丑
年
内
歩
刈

八
月
廿
七
日　

下
組　

孫
右
衛
門
所

ニ
而　

目　

四
百
五
十
五
匁　

か
ふ
百
六
ツ　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
壱
升
八
合
五
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
郎
右
衛
門

　
　
　
　

 

（
一
升　

二
百
四
十
六
匁
）　　
　
　
　
　

百
刈　

目　

四
百
九
十
五
匁　

同　

百
廿
七
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
壱
升
五
合
五
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
右
衛
門

　
　
　
　

 

（
一
升　

三
百
二
十
匁
）　　
　
　
　
　
　

沢
田

目　

三
百
五
十
匁　
　

同　

百
五
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
壱
升
一
合
五
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
四
郎

　
　
　
　

 

（
一
升　

三
百
四
匁
）　　
　
　
　
　
　
　

関
下
百
刈

〆　
　

田
作
弐
わ
り
落

た
は
こ　
　
　

下　
　
　
　

麻　
　
　

上　
　

麦　
　
　
　
　

上　
　
　
　

大
豆　
　

上　
　

小
豆　
　
　
　

上　
　
　
　

粟　
　
　

中

稗　
　
　
　
　

中　
　
　
　

菜　
　
　

下
　々
　
　
　

大
根　
　
　
　

中　
　
　
　

い
も　
　

下
々

蕎
麦　
　
　
　

下

〆
』

明
和
五
年　

子
内
歩
刈

五
百
九
十
匁　
　

か
ぶ　

百
三
十
九　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　
　
　

弐
升
壱
合　
　
　
　

砂
田

　
　
　
　

 
（
一
升　

二
百
八
十
一
匁
）　　

 

利
兵
衛　
　
　

五
百
三
十
匁　
　

か
ぶ　

百
廿　
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一
、
小
上
石　
　
　

壱
升
七
合　
　
　
　

大
道
端

　
　
　
　

 

（
一
升　

三
百
十
二
匁
）　　
　

 

惣
右
衛
門　
　

三
百
八
十
匁　
　

か
ぶ　

百
弐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
細
葉　
　
　
　

壱
升
四
合　
　
　
　

石
田

　

中
ノ
下
（
一
升　

二
百
七
十
一
匁
）　　

丹
右
衛
門　
　
　
　

〆　
　

田
作
去
亥

ニ
壱
割
増

た
は
こ　
　
　

中　
　
　

麻　
　
　

下　
　
　

麦　
　
　

下
々

大
豆　
　
　
　

下　
　
　

小
豆　
　

下
　々
　

粟　
　
　

下

稗　
　
　
　
　

下　
　
　

菜
大
根　

中　
　
　
　

い
も　
　
　
　

下
　々
　

蕎
麦　
　

中

〆　
　

畑
作
去
亥

ニ
四
わ
り
落

子
八
月
十
七
日　

組
頭
弥
平
次
所

　
　去

亥
年　

歩
刈　

五
百
五
十
五
匁　

か
ぶ　

百
五
十
八　
（
一
升　

二
百
九
十
二
匁
）

一
、
細
ば　
　
　

壱
升
九
合　
　

柿
ノ
下　

忠
右
衛
門

四
百
八
十
匁　
　

か
ぶ　

百
廿
六　
　

 

（
一
升　

三
百
匁
）

一
、
小
上
石　
　

壱
升
六
合　
　

沢
田　
　

利
右
衛
門

四
百
八
十
匁　
　

か
ぶ　

百
十
六　
　

 

（
一
升　

三
百
匁
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